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中
唐
の
李
罰
、
字
ぱ
習
之
の
學
術
的
撰
述
と
し
て
は
、
宋
史
・

藝
文
志
に
「
易
詮
」
七
巻
、
紐
義
考
に
「
中
庸
説
」
一
巻
が
見
え

（
巻
百
五
十
一
）
、
彼
の
闘
心
の
あ
る
と
こ
ろ
を
知
る
に
足
る
が
、

い
ず
れ
も
亡
侠
し
て
博
わ
っ
て
い
な
い
。
現
存
す
る
も
の
と
し
て

は
、
韓
愈
と
の
共
著
「
論
語
筆
解
」
二
巻
が
あ
る
が
、
彼
の
思
想

の
大
臆
を
知
る
べ
き
も
の
は
、
「
李
文
公
集
」
十
八
巻
の
な
か
の

「
復
性
書
」
三
篇
に
と
ど
ま
る
。
彼
の
思
想
史
的
地
位
と
意
義
と

は
、
ひ
と
え
に
こ
の
書
に
依
存
す
る
。

由
来
、
習
之
な
い
し
ぱ
復
性
書
に
封
す
る
評
債
は
、
韓
愈
に
比

し
て
不
嘗
に
低
き
に
失
す
る
憾
み
な
し
と
し
な
い
。
道
學
諸
儒
の

ご
と
き
、
お
お
む
ね
敬
遠
す
る
が
ご
と
く
、
無
視
す
る
が
ご
と
き

看
が
あ
る
が
、
思
想
史
的
に
考
察
す
る
と
き
、
復
性
書
の
通
書

（
周
派
湊
）
や
定
性
事
戸
（
程
明
道
）
、
一
般
に
道
學
の
復
性
説
に

封
す
る
影
響
は
、
歴
然
と
し
て
謡
い
が
た
い
も
の
が
あ
り
、
道
學

先
盤
と
し
て
の
習
之
の
地
位
と
意
義
は
む
し
ろ
韓
愈
の
上
に
あ
る

ふ
竺
）

と
断
じ
て
で
は
な
い
。
け
だ
し
道
學
ぱ
異
端
と
の
封
立
緊

復

性

書

に

つ

い

て

復
性
書
に
つ
い
て

張
を
そ
の
成
立
と
構
造
の
一
契
機
と
す
る
。
道
學
諸
儒
が
多
く
は

復
性
書
に
劉
し
て
誠
獣
す
る
ゆ
え
ん
は
、
恐
ら
く
習
え
が
薬
山
に

参
じ
て
法
を
問
う
た
と
い
う
話
柄
に
緯
む
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
で

あ
ろ
う
。

小
稿
ぱ
復
性
書
の
成
立
の
次
第
を
検
討
し
て
、
佛
敦
側
の
資
料

の
妄
を
間
く
と
と
も
に
、
こ
の
書
の
思
想
史
的
意
義
づ
け
、
延
い

て
は
習
之
の
道
學
先
盤
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
、
韓
愈
と
の
劉
比

、、

に
お
い
て
試
み
た
。
復
性
書
の
よ
り
詳
細
な
剖
析
ぱ
別
の
機
會
に

讀
り
た
い
。

（
註
一
）
太
田
錦
城
の
疑
問
録
に
、
避
暑
録
話
の
「
退
之
の
原
道
、
李
罰

の
復
性
書
に
逮
ば
ざ
る
こ
と
、
遠
き
こ
と
甚
し
」
、
蒙
齋
筆
談

の
「
李
習
之
の
學
識
、
賓
に
韓
退
之
に
過
ぐ
」
を
引
く
。

復
性
書
の
成
立
年
代
に
闊
し
て
は
、
下
篇
の
「
吾
が
生
、
二
十

有
九
年
」
な
る
語
が
そ
の
推
定
根
披
と
な
る
。
し
か
し
、
彼
の
生

大

西

睛
五

隆



復
性
害
に
つ
い
て

年
は
新
薔
雨
唐
書
と
も
こ
れ
を
逸
し
て
い
る
。
た
だ
や
や
仔
細
に

文
集
を
通
検
す
れ
ば
、
そ
の
房
欝
を
え
る
。
「
獨
孤
中
丞
を
祭
る

文
」
に
、
「
君
の
歯
、
我
よ
り
少
し
」
と
あ
る
が
（
李
文
巻
十

六
）
、
獨
孤
朗
は
太
和
元
年
（
八
二
七
）
五
十
三
オ
で
卒
去
（
李

文
巻
十
四
）
、
従
っ
て
大
暦
十
年
（
七
七
五
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、

こ
れ
よ
り
習
之
が
大
暦
九
年
以
前
に
生
ま
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
ま
た
習
之
の
「
叔
氏
墓
誌
」
に
、
「
元
和
九
年
（
八
一
四
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

歳
甲
午
に
直
た
る
。
…
…
銘
に
曰
く
、
罰
生
ま
れ
て
始
め
て
言
ひ

、
、
、

（
し
よ
り
）
、
叔
氏
棄
没
し
、
こ
こ
に
野
に
咳
す
（
る
ま
で
）
、
年

四
甲
を
周
る
」
と
云
う
（
李
文
巻
十
四
）
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
習
之

の
生
ま
れ
は
大
暦
九
年
（
七
七
四
）
甲
寅
を
洲
る
こ
と
ほ
ぼ
二
年

（
註
一
）

と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

彼
の
生
年
が
大
暦
七
年
（
七
七
二
）
頃
と
推
定
さ
れ
る
な
ら

ば
、
復
性
書
成
立
の
二
十
九
オ
は
貞
元
十
六
年
（
八

0
0
)
頃
に

嘗
た
る
。
こ
の
推
定
は
上
篇
の
「
南
の
か
た
濤
江
を
観
て
越
に
入

る
。
而
し
て
呉
郡
の
陸
悴
存
す
」
の
語
と
合
符
す
る
。
こ
の
行

は
、
韓
愈
の
貞
元
十
五
年
作
の
古
詩
「
此
の
日
惜
し
む
べ
き
に
足

る
、
張
籍
に
賑
る
」
の
中
の
「
李
罰
濤
江
を
観
る
」
の
一
句
に
相

嘗
し
（
韓
文
巻
二
）
、
「
滸
江
を
観
る
」
と
は
浙
江
の
観
潮
を
云

う
。
そ
の
経
路
は
元
和
四
年
（
八

0
九
）
の
来
南
録
に
徽
す
れ
ば

（
李
文
巻
十
八
）
、
沐
州
よ
り
運
河
を
紐
由
し
て
杭
州
に
至
り
、

次
い
で
越
州
に
入
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
陸
惨
は
、
こ
れ
よ
り

五

習
之
と
深
契
を
有
し
た
賢
士
で
、
習
之
の
「
陸
款
州
述
」
に
「
し

き
り
に
観
察
使
に
事
ふ
。
観
察
使
知
る
能
は
ず
。
退
い
て
田
に
居

る
こ
と
六
、
七
年
。
侍
御
史
よ
り
入
り
て
祠
部
員
外
郎
と
為
る
。

二
年
に
し
て
出
で
て
款
州
に
刺
た
り
。
道
に
卒
す
」
と
あ
る
。
時

に
貞
元
十
八
年
、
享
年
五
十
七
オ
（
李
文
巻
十
三
）
。
雨
者
の
交

わ
り
は
い
わ
ゆ
る
忘
年
の
交
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
韓
愈
に

「
行
難
」
（
韓
文
巻
十
一
）
・
「
祠
部
員
外
郎
に
輿
ふ
る
書
」
（
同
巻

十
七
）
・
「
陸
歌
州
を
送
る
詩
序
」
（
同
巻
十
九
）
・
「
楊
兵
部
・
陸

款
州
を
哭
す
」
（
同
巻
四
）
の
詩
文
が
あ
り
、
韓
陸
雨
者
の
相
知

の
ほ
ど
を
知
る
に
足
る
が
、
そ
の
媒
介
者
は
習
之
で
あ
っ
た
（
李

文
巻
七
「
陸
惨
に
輿
ふ
る
書
」
）
。

習
之
の
陸
倍
と
の
避
逗
は
、
彼
の
復
性
書
撰
述
の
直
接
の
契
機

を
な
し
た
。
「
道
に
志
す
こ
と
四
年
、
人
と
こ
れ
を
言
ひ
て
未
だ

嘗
て
我
れ
を
是
と
す
る
者
あ
ら
ず
」
と
浩
歎
す
る
彼
は
、
陸
俸
に

お
い
て
始
め
て
慎
個
の
理
解
者
を
見
い
だ
し
た
の
で
あ
る
。
陸
惨

云
う
、
「
子
の
言
ぱ
尼
父
の
心
な
り
。
東
方
た
と
ひ
聖
人
あ
る
も
、

此
れ
を
出
で
ざ
る
な
り
。
南
方
た
と
ひ
聖
人
あ
る
も
、
亦
此
れ
を

出
で
ざ
る
な
り
。
た
だ
子
こ
れ
を
行
ひ
て
息
ま
ざ
ら
ん
の
み
」

と
。
習
之
は
こ
こ
に
力
強
い
支
持
と
鼓
舞
を
え
て
、
斯
文
興
起
の

情
熱
と
自
負
と
を
三
篇
の
文
章
に
託
し
た
の
で
あ
っ
た
（
復
性
書

上
）
。
時
に
貞
元
十
六
年
。
ち
な
み
に
、
こ
の
年
彼
は
韓
愈
の
従

兄
翁
の
娘
を
要
っ
て
い
る
（
李
文
巻
十
五
、
韓
文
巻
十
五
）
。



こ
こ
で
復
性
書
成
立
の
経
緯
に
闊
す
る
佛
敦
側
資
料
を
検
討
し

て
み
る
。
元
の
宰
相
耶
律
楚
材
（
―
-
九

0
?
―
二
四
四
）
の
湛

然
居
士
集
に
、
そ
の
師
萬
松
行
秀
(
-
―
六
六
？
―
二
四
六
）
が

序
し
て
「
屏
山
年
二
十
有
九
、
復
性
書
を
閲
し
、
李
習
之
も
亦
二

十
有
九
に
て
薬
山
に
参
じ
、
退
い
て
書
を
著
は
せ
る
を
知
っ
て
大

い
に
惑
歎
を
披
し
、
日
に
萬
松
に
抵
り
、
深
攻
返
撃
、
退
い
て
書

三
十
餘
萬
言
を
著
は
す
」
と
云
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
屏
山
と
は
金

偏
李
純
甫
（
―
-
八
五
？
―
二
三
一
）
を
さ
し
、
楚
材
と
同
門
の

居
士
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
序
言
は
、
復
性
書
が
習
之
の
二
十

九
オ
の
と
き
に
成
る
と
す
る
貼
で
は
も
ち
ろ
ん
誤
り
は
な
い
の
で

あ
る
が
、
問
題
は
習
之
が
薬
山
に
参
じ
て
佛
法
を
問
う
た
と
い
う

話
柄
の
虚
質
い
か
ん
で
あ
る
。

薬
山
問
法
の
話
柄
は
宋
高
僧
博
に
淵
源
す
る
。
す
な
わ
ち
「
元

和
中
、
李
闘
…
…
出
で
て
朗
州
の
刺
史
と
為
る
。
罰
閑
束
、
慨
に

謁
し
、
遂
に
警
悟
を
成
す
」
、
「
錦
、
徹
に
避
逗
し
、
頓
に
本
心
を

了
す
。
…
…
山
南
東
道
節
度
使
に
充
て
ら
る
。
ま
た
紫
玉
輝
翁
に

遇
ひ
、
且
つ
ま
す
ま
す
道
趣
を
明
ら
め
、
復
性
書
二
篇
を
著
は
し

た
」
と
云
う
（
巻
十
七
）
。
こ
こ
に
徹
と
は
薬
山
唯
（
惟
）
倣
（
七

五
一
？
八
三
四
）
、
紫
玉
罪
翁
と
は
紫
玉
山
道
通
（
七
三
一
！
八

二
―
-
）
を
云
う
。
宋
高
僧
側
は
更
に
、
韓
愈
（
七
六
八
？
八
二
四
）

柳
宗
元
（
七
七
三
？
八
一
九
）
が
復
性
書
を
見
て
、
「
吾
が
道
萎

郎
ま
さ
に
逃
れ
ん
と
す
」
と
歎
じ
た
と
云
う
。
こ
れ
を
要

復
性
書
に
つ
い
て

す
る
に
、
復
性
書
の
成
立
そ
の
も
の
は
道
通
避
逗
の
後
に
あ
る

が
、
そ
の
根
祗
は
既
に
薬
山
問
法
に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ

る。

の
本
博
に
よ
れ
ば
（
巻
百
六
十
）
、
習
之
が
朗
州
の
刺

史
に
除
さ
れ
た
の
は
元
和
十
五
年
（
八
二

0
)、
ま
た
山
南
東
道

節
度
使
に
充
て
ら
れ
た
の
は
太
和
九
年
（
八
三
五
）
以
後
に
展
す

る
。
復
性
書
の
成
立
が
貞
元
十
六
年
（
八

0
0
)
ご
ろ
に
あ
る
こ

と
、
既
述
の
ご
と
く
動
か
し
え
な
い
以
上
、
こ
れ
を
太
和
九
年
以

後
に
隔
せ
し
め
る
宋
高
僧
儲
の
説
は
一
笑
に
付
し
て
よ
い
。
か
つ

こ
の
時
習
之
が
道
通
に
避
逗
し
、
韓
・
柳
が
復
性
書
を
見
て
歎
じ

た
と
云
う
に
至
っ
て
は
ま
さ
に
荒
唐
の
一
語
に
盛
き
る
。
な
お

、、

「
復
性
書
二
篇
を
著
わ
す
」
と
あ
る
の
は
怪
し
む
べ
き
で
、
あ
る

い
は
下
篇
を
峡
き
、
撰
者
賛
寧
（
九
一
九
？
一

0
0
1
)
は
下
篇

の
「
吾
が
生
二
十
有
九
」
な
る
語
を
質
見
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ

~
 

0
 

う
カ復

性
書
の
成
立
と
の
直
接
闘
係
は
論
外
と
し
て
、
習
之
が
朗
州

刺
史
在
任
中
に
薬
山
に
参
じ
た
こ
と
は
、
景
徳
偲
燈
録
も
こ
れ
を

襲
う
（
巻
十
四
）
。
前
述
の
萬
松
老
人
や
屏
山
が
「
習
之
二
十
有

・
九
に
し
て
薬
山
に
参
じ
た
」
と
云
う
の
も
、
恐
ら
く
復
性
書
の
成

立
を
薬
山
問
法
に
も
と
づ
け
る
た
め
に
、
宋
高
僧
博
に
お
け
る
年

代
的
課
謬
や
矛
盾
を
是
正
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

の
入
越
行
ぱ
、
も
と
よ
り
朗
州
刺
史
赴
任
で
は
な

五
四



復
性
書
に
つ
い
て

く
、
習
之
が
薬
山
に
参
ず
る
意
圏
と
機
會
を
有
し
た
こ
と
を
推
測

せ
し
め
る
な
に
も
の
も
な
い
。

習
之
が
朗
州
の
刺
史
と
な
っ
た
こ
と
は
、
新
侶
雨
唐
書
に
明
文

が
あ
る
。
菌
唐
書
本
偲
は
「
（
元
和
十
五
年
）
七
月
、
罰
を
出
し

、
、
、
、

て
朗
州
刺
史
と
為
す
。
俄
に
し
て
（
李
）
景
倹
ま
た
諫
議
大
夫
と

為
る
。
闘
も
亦
入
り
て
纏
部
郎
中
と
為
る
」
と
云
い
、
新
唐
書
は

「
景
倹
斥
け
ら
る
。
鍬
下
し
て
朗
州
の
刺
史
に
除
せ
ら
る
。
久
し

う
し
て
召
さ
れ
て
護
部
郎
中
と
為
る
」
と
云
う
（
巻
百
七
十
七
）
。

か
つ
朗
州
と
薬
山
の
励
す
る
濃
州
と
は
地
理
的
に
隣
接
し
、
薬
山

問
法
は
可
能
性
と
し
て
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
文
集
に
徽
す

る
と
き
、
習
之
の
朗
州
刺
史
在
任
は
疑
問
に
さ
ら
さ
れ
る
。
文
集

に
よ
れ
ば
、
元
和
十
五
年
の
翌
年
に
嘗
た
る
長
度
元
年
十
二
月
撰

の
「
湖
州
に
於
て
女
足
に
別
か
る
る
文
」
に
、
「
吾
れ
前
月
二
十

八
日
を
以
て
恩
を
蒙
り
、
舒
州
の
刺
史
に
改
め
ら
る
。
…
…
明
日

を
以
て
将
に
汝
の
母
ら
を
領
し
て
、
水
路
州
に
赴
か
ん
と
す
」
と

あ
り
（
李
文
巻
十
六
）
、
舒
州
赴
任
以
前
は
湖
別
に
在
任
し
た
こ

と
ぱ
明
ら
か
で
、
よ
し
元
和
十
五
年
七
月
か
ら
朗
州
へ
赴
任
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
在
任
期
間
は
短
日
月
に
と
ど
ま
る
。

い
っ
た
い
、
雨
唐
書
と
も
杜
撰
疎
漏
を
免
れ
な
い
。
習
之
が
長

塵
―
一
年
、
麗
部
郎
中
に
な
る
ま
で
、
三
年
に
わ
た
っ
て
舒
州
の
刺

史
で
あ
っ
た
こ
と
文
集
に
徽
し
て
明
ら
か
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、

雨
麿
書
と
も
こ
れ
を
逸
し
て
い
る
の
は
、
朗
州
刺
史
の
紐
歴
を
明

五
五

記
し
て
い
る
の
に
到
比
し
て
、
類
を
知
ら
ぬ
も
の
と
云
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
奮
園
書
に
彼
の
父
の
名
を
楚
金
と
し
て
い
る
の
も
、
祖

父
の
談
り
で
あ
る
（
李
文
巻
十
一
・
韓
文
巻
三
十
四
）
。

か
つ
唐
代
に
二
人
の
李
罰
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
と
い
う
。
錢

大
訴
は
「
李
罰
字
は
習
之
、
唐
書
に
個
有
り
、
唐
詩
紀
事
に
云

（
註
二
）

ふ
、
鄭
州
嘗
て
地
を
掘
り
て
刺
史
李
錦
の
戯
贈
詩
を
得
た
り
。
此

れ
自
ら
一
李
悶
に
し
て
習
之
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
唐
書
の
習
之
侮

も
亦
鄭
州
を
為
む
る
を
記
せ
ず
。
王
深
甫
、
習
之
集
を
霜
次
し
、

乃
ち
此
の
詩
を
牧
め
入
る
と
」
と
云
う
(
+
駕
齋
養
新
録
巻
十

二
）
。
も
っ
と
も
魯
崖
書
に
は
「
（
太
和
）
三
年
二
月
、
中
書
舎
人

に
拝
せ
ら
る
。
…
…
俄
に
出
で
て
鄭
州
の
刺
史
と
為
る
」
と
あ
っ

て
、
紀
事
の
言
は
俄
に
は
従
い
難
い
が
、
戯
附
詩
が
別
の
李
罰
の

作
と
推
定
さ
れ
る
根
捩
は
、
む
し
ろ
習
之
か
詩
を
作
ら
な
か
っ
た

と
い
う
一
般
的
事
質
に
あ
る
。
こ
の
黙
は
、
紀
事
も
「
唐
時
の
文

人
李
習
之
、
詩
を
為
る
能
は
ず
」
と
云
ひ
（
巻
三
十
五
）
、
顧
炎

武
も
指
摘
し
て
「
宋
の
都
拇
の
聞
見
後
録
に
曰
く
、
李
習
之
、
韓

退
之
・
孟
東
野
と
善
し
。
習
之
ぱ
文
に
於
て
退
之
の
敬
す
る
所
な

り
。
退
之
と
東
野
と
唱
酬
一
時
を
傾
く
。
習
之
獨
り
詩
な
し
。
退

之
議
せ
ざ
る
な
り
」
と
云
う
（
日
知
録
巻
十
二
）
。
こ
の
こ
と
は

ま
た
、
薬
山
問
法
に
お
い
て
習
之
が
雨
偶
を
呈
し
た
と
い
う
宋
高

（注
l
-
i
)

僧
偲
の
所
説
の
信
憑
し
が
た
い
こ
と
の
一
傍
證
で
も
あ
る
。

だ
い
た
い
、
習
之
の
薬
山
問
法
を
事
賀
と
す
る
立
場
は
、
屏
山



や
契
嵩

(
1
0
0七
~
1
0七
二
）
に
お
け
る
が
ご
と
く
、
儒
佛

調
停
の
説
に
つ
な
が
る
。
屏
山
は
契
嵩
の
輔
敦
編
に
序
し
て
「
李

闘
、
薬
嬌
に
参
じ
て
復
性
書
を
著
は
し
て
よ
り
、
張
載
・
ニ
程
子

出
で
、
そ
の
徒
張
九
成
・
劉
子
壷
・
張
拭
．
呂
祖
謙
・
朱
熙
皆
佛

祖
の
意
を
借
り
て
経
書
を
箋
注
し
、
自
ら
一
家
の
言
を
成
せ
り
」

と
云
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
道
學
の
淵
源
を
李
習
之
の
復
性
書
に

求
め
、
更
に
は
薬
山
問
法
に
も
と
づ
け
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら

な
い
。一

般
に
佛
敦
側
資
料
は
強
い
て
儒
を
援
い
て
佛
に
入
れ
ん
と
す

る
偏
向
を
も
つ
。
袈
寧
が
復
性
書
の
思
想
内
容
を
評
し
て
「
即
ち

内
敦
の
返
本
還
源
な
り
」
と
云
う
の
は
（
宋
高
僧
偲
巻
十
七
）
、

必
ず
し
も
嘗
ら
な
い
で
は
な
い
が
、
さ
れ
ば
と
て
薬
山
問
法
に
闊

連
、
つ
け
る
の
は
附
會
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
惟
徹
の
偲
が
修
輝
篇
で

は
な
く
、
護
法
篇
（
「
法
に
名
師
あ
れ
ば
、
外
そ
の
侮
を
禦
ぐ
」

の
義
に
よ
る
）
に
屡
し
、
そ
の
内
容
も
習
之
と
の
交
渉
が
大
部
分

を
占
め
て
い
る
こ
と
自
臆
が
、
為
に
す
る
虚
構
で
あ
る
こ
と
を
思

わ
し
め
る
。
薬
山
問
法
の
博
説
は
、
朗
州
刺
史
の
紐
歴
が
、
薬
山

と
の
地
理
的
隣
接
の
ゆ
え
に
、
た
ま
た
ま
附
會
さ
れ
た
と
断
じ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
佛
敦
側
資
料
が
儒
を
援
い
て
佛
に
入
れ
ん
と
す
る
の

は
、
反
面
か
ら
見
れ
ば
、
佛
敦
の
儒
敦
化
、
中
園
化
、
餞
制
化
の
志

向
に
通
ず
る
。
宋
高
僧
偲
そ
の
も
の
が
太
宗
の
勅
を
奉
じ
て
撰
述

復
性
書
に
つ
い
て

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
賛
寧
そ
の
人
は
紫
衣
を
賜
わ
り
、
僧
録
に

充
て
ら
れ
た
僧
官
で
あ
っ
た
。
獣
陽
修
の
蹄
田
録
に
「
太
祖
（
太

宗
の
誤
り
）
相
國
寺
に
幸
し
、
佛
像
の
前
に
至
っ
て
香
を
燒
き
、

嘗
に
拝
す
べ
き
か
と
拝
せ
ざ
る
か
と
を
問
ふ
。
僧
録
賛
寧
奏
し
て

、
、
、

日
く
、
拝
せ
ず
と
。
そ
の
故
を
問
ふ
。
曰
く
、
見
在
佛
ぱ
過
去
佛

を
拝
せ
ず
と
。
賛
寧
な
る
者
頗
る
書
を
知
り
、
口
癖
有
り
。
そ
の

語
俳
優
に
類
す
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
適
々
上
意
に
會
ふ
。
故
に
微

笑
し
て
こ
れ
を
頷
く
。
遂
に
以
て
定
制
と
為
す
」
と
あ
る
の
は
、

上
述
の
志
向
を
端
的
に
象
徽
す
る
。

）
「
歴
代
人
物
年
里
碑
他
綜
表
」
(
-
九
六
一
香
港
初
版
）
に
大

歴
七
年
（
七
七
二
）
生
、
會
昌
元
年
（
八
四
一
）
卒
と
あ
る
の

は
、
榔
見
に
一
致
す
る
。

（
註
二
）
「
縣
君
愛
埴
養
逸
水
恣
行
遊
。
鄭
性
築
山
野
、
掘
地
便
成

溝
。
雨
岸
植
芳
草
、
中
間
濠
消
流
。
所
尚
既
不
同
、
地
餡
各
自

修
。
従
他
後
人
見
、
景
趣
誰
為
幽
」
（
唐
詩
紀
事
巻
三
十
五
）
。

季
文
公
集
十
八
に
牧
め
る
と
こ
ろ
は
少
し
く
異
な
る
。

（
註
三
）
「
鋏
得
身
形
似
鶴
形
、
千
株
松
下
雨
函
経
。
我
来
問
道
（
相

問
）
無
餘
設
、
雲
在
青
胄
水
在
絣
」
、
「
選
得
幽
居
梱
野
情
、
終

年
無
送
亦
無
迎
。
有
時
直
上
孤
峯
頂
、
月
下
披
雲
笑
（
鴨
）
一

盤
」
（
宋
高
憎
僻
巻
十
七
、
景
憾
附
燈
巻
十
四
、
唐
詩
紀
事
巻

三
十
五
）
。

な
お
周
亮
工
の
「
因
樹
屋
菖
影
」
に
「
金
山
寺
に
題
す
る

詩
」
「
山
載
江
心
寺
、
魚
龍
是
四
那
、
棲
棗
懸
倒
影
、
鐘
磐
隔

（註

五
六



復
性
書
に
つ
い
て

器
塵
。
過
櫓
妨
僧
夢
、
鷲
濁
戦
佛
身
。
誰
言
題
詠
者
、

無
人
」
が
見
え
る
と
云
う
（
錢
基
博
・
韓
愈
志
）

復
性
書
の
成
立
が
、
輝
門
に
腑
炎
す
る
薬
山
問
法
と
い
う
個
説

的
事
賀
と
は
全
く
無
縁
で
あ
る
こ
と
は
上
述
の
ご
と
く
で
あ
る

が
、
内
容
的
に
は
、
該
書
が
佛
敦
思
想
を
高
度
に
導
入
し
て
い
る

こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
朱
子
も
評
し
て
「
唐
の
李
罰
に
至

り
、
始
め
て
そ
の
書
（
中
庸
）
を
尊
信
す
る
を
知
り
、
こ
れ
が
論

説
を
為
る
。
然
れ
ど
も
そ
の
所
謂
情
を
減
し
て
以
て
性
に
復
す
る

、
、
、
、
、
、

者
、
又
佛
老
を
雑
へ
て
こ
れ
を
言
ふ
。
則
ち
亦
曾
子
・
子
思
・
孟

子
の
個
ふ
る
所
に
異
な
る
」
と
云
う
（
朱
子
文
集
巻
七
十
五
）
。

け
だ
し
復
性
書
三
篇
に
お
い
て
、
下
篇
は
跛
文
的
意
義
を
も
っ

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
若
き
習
之
の
内
生
的
志
向
が

宛
然
佛
家
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
云

う
、
「
人
の
萬
物
に
於
る
や
、
一
物
な
り
。
そ
の
禽
獣
虫
魚
に
異

な
る
所
以
の
者
は
登
に
道
徳
の
性
に
あ
ら
ず
や
。
一
氣
を
受
げ
て

、
、
、
、

そ
の
形
を
成
し
、
一
は
物
と
為
り
、
一
は
人
と
為
る
。
こ
れ
を
得

、
、
、
、
、
、
、

る
こ
と
甚
だ
難
し
。
世
に
生
く
る
こ
と
又
深
長
の
年
に
あ
ら
ざ
る

な
り
。
深
長
に
あ
ら
ざ
る
の
年
を
以
て
、
甚
だ
得
難
き
の
身
を
行

ひ
て
大
道
に
専
々
た
ら
ず
、
そ
の
心
の
為
す
所
を
雖
に
す
れ
ば
則

ち
そ
の
自
ら
禽
獣
虫
魚
に
異
な
る
所
以
の
者
は
幾
ん
ど
亡
し
」
と

五
七

（
李
文
巻
一
）
。
ま
た
云
う
、
「
人
の
生
く
る
や
、
百
年
を
享
く
と

雖
も
、
雷
電
の
驚
い
て
相
激
す
る
が
若
き
な
り
、
風
の
醗
っ
て
旋

る
が
若
き
な
り
」
と
（
同
上
）
。
彼
は
人
間
と
し
て
生
を
享
け
る

こ
と
の
難
得
性
・
稀
有
性
を
自
覺
す
る
と
と
も
に
、
人
生
の
無
常

を
観
じ
て
、
酔
生
夢
死
の
凡
人
に
類
せ
ぬ
求
道
の
生
を
生
き
ん
と

す
る
。
こ
の
白
熱
的
な
内
生
の
追
求
こ
そ
彼
の
學
道
を
貫
く
バ
ト

ス
で
あ
っ
た
。

彼
ぱ
み
ず
か
ら
の
進
學
過
程
を
回
顧
し
て
、
「
吾
れ
六
オ
よ
り

書
を
讀
み
、
た
だ
詞
句
の
學
を
為
す
。
道
に
志
す
こ
と
四
年
、
人

と
こ
れ
を
言
ふ
に
、
未
だ
嘗
て
我
れ
を
是
と
す
る
者
あ
ら
ざ
る
な

り
」
と
述
懐
し
て
い
る
（
復
性
書
上
）
。
こ
こ
に
「
道
に
志
す
」

と
あ
る
の
は
、
「
性
命
の
道
」
と
し
て
の
儒
學
へ
の
轄
入
を
意
味

し
、
貞
元
十
五
年
の
入
越
行
に
先
だ
っ
こ
と
四
年
の
貞
元
十
二
年

頃
に
風
す
る
。
か
つ
こ
の
轄
入
は
「
十
五
よ
り
以
後
、
即
ち
仁
義

に
志
あ
り
」
と
い
う
學
形
態
に
劉
し
て
（
李
文
巻
二
）
、
「
更
に

上
る
一
層
の
槻
」
と
も
い
う
べ
き
飛
躍
的
深
化
を
意
味
す
る
。
換

言
す
れ
ば
、
文
僻
の
末
に
屑
々
た
る
よ
り
脱
却
し
て
、
儒
家
本
束

の
道
徳
的
、
質
践
的
生
に
覺
醒
し
た
彼
が
、
更
に
内
面
的
深
化
を

推
進
し
て
、
内
観
的
、
形
而
上
學
的
次
元
に
立
つ
に
至
っ
た
こ
と

を
意
味
す
る
。

こ
こ
で
、
習
之
の
性
命
道
轄
入
の
経
緯
を
考
察
す
る
に
先
だ

ち
、
彼
と
韓
愈
と
の
交
渉
闊
係
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
言
及
す
る



こ
と
は
無
意
義
で
は
な
い
。
雨
者
の
接
燭
は
、
中
央
に
羞
を
絶
っ

た
愈
が
宣
武
節
度
使
董
晉
に
召
さ
れ
て
沐
州
に
赴
任
し
た
貞
元
十

二
年
、
習
之
が
徐
州
よ
り
束
遊
し
た
の
に
始
ま
る
（
李
文
巻
十
六

「
韓
吏
部
を
祭
る
文
」
）
。
と
こ
ろ
で
こ
の
束
遊
は
恰
も
彼
の
性
命

道
轄
入
の
年
に
営
た
る
が
、
彼
が
上
述
の
ご
と
く
、
「
道
に
志
す

こ
と
四
年
、
人
と
こ
れ
を
言
ふ
に
、
未
だ
嘗
て
我
れ
を
是
と
す
る

者
あ
ら
ず
」
と
云
い
、
陸
惨
な
る
人
物
に
お
い
て
始
め
て
知
音
を

見
い
だ
し
た
と
い
う
事
質
は
、
韓
李
雨
者
の
思
想
的
交
渉
を
規
定

す
る
う
え
で
、
看
過
で
き
な
い
示
唆
を
輿
え
る
。
す
な
わ
ち
四
年

に
亘
る
従
遊
に
も
拘
ら
ず
、
性
命
道
に
闊
す
る
限
り
、
愈
は
好
個

の
理
解
者
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
敦
え
る
。
一
方
、
愈
が
「
原

、
、
、
、
、

性
」
に
お
い
て
、
「
今
の
（
性
を
）
言
ふ
者
は
佛
老
を
雑
へ
て
言

ふ
な
り
。
佛
老
を
雑
へ
て
言
ふ
者
は
、
何
を
言
ひ
て
異
な
ら
ざ
ら

ん
」
と
述
べ
て
い
る
の
も
（
韓
文
巻
十
一
）
、
恐
ら
く
暗
に
習
之

を
非
難
す
る
含
み
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
雨
者
の
闊
係
が
談
っ
て
云
わ
れ
る
が
ご
と
き

師
弟
闊
係
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
年
既
述
の
ご
と
く
、
雨

者
は
姻
戚
閥
係
に
あ
る
が
、
そ
れ
を
別
に
し
て
、
箪
な
る
友
朋
闘

係
に
過
ぎ
な
い
。
楊
編
山
は
既
に
「
今
（
李
）
囮
・
（
張
）
籍
の

文
具
さ
に
在
り
。
そ
の
言
を
考
ふ
る
に
、
未
だ
嘗
て
弟
子
を
以
て

自
ら
列
せ
ず
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
（
楊
編
山
全
集
巻
十
九
）
、

習

之

は

輿

ふ

る

書

」

に

お

い

て

「

我

が

友

韓

復
性
害
に
つ
い
て

愈
」
と
呼
び
（
李
文
巻
七
）
、
「
韓
吏
部
を
祭
る
文
」
に
お
い
て

「
我
れ
の
無
能
を
視
、
予
を
待
っ
た
友
を
以
て
す
。
文
を
講
じ
、

道
を
析
し
、
盆
を
為
す
の
厚
き
こ
と
二
十
九
年
」
と
述
べ
（
李
文

巻
十
六
）
、
終
身
友
を
も
っ
て
自
認
し
て
い
る
。
彼
が
愈
の
書
筒

の
「
賢
者
に
於
て
汲
々
た
る
は
、
た
だ
公
（
習
之
）
と
不
材
（
愈
）

と
の
み
」
な
る
語
を
と
ら
え
て
、
激
越
不
遜
の
批
判
を
加
え
た
答

書
を
輿
え
て
い
る
が
ご
と
き
は
（
李
文
巻
六
）
、
「
性
蛸
硬
」
（
新

唐
書
本
偲
）
な
る
習
之
の
人
と
な
り
に
よ
る
と
は
い
え
、
雨
者
が

師
弟
闘
係
に
な
い
こ
と
の
明
證
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

周
知
の
ご
と
く
愈
は
「
師
説
」
に
お
い
て
、
「
師
は
道
を
偲
へ
、

業
を
授
け
、
惑
を
解
く
所
以
な
り
」
と
規
定
し
、
「
師
道
の
博
は

ら
ざ
る
こ
と
久
し
い
」
ば
か
り
で
な
く
、
「
曰
く
師
、
曰
く
弟

子
と
云
ふ
者
を
ば
、
則
ち
奉
緊
し
て
こ
れ
を
笑
ふ
」
嘗
時
の
士
大

夫
の
風
潮
を
慨
嘆
し
て
い
る
が
（
韓
文
巻
十
二
）
、
と
も
か
く
習

之
の
従
遊
が
、
か
か
る
規
定
で
の
師
弟
闊
係
を
意
味
し
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
文
集
中
に
は
、
愈
を
稲
揚
し
て
、

「
こ
の
世
の
文
に
あ
ら
ず
、
古
の
文
な
り
。
こ
の
世
の
人
に
あ
ら

ず
、
古
の
人
な
り
。
そ
の
詞
と
そ
の
意
と
適
す
。
則
ち
孟
朝
既
に

没
し
て
亦
こ
れ
に
過
ぐ
る
者
あ
る
を
見
ず
」
と
い
う
稲
賛
溢
美
の

僻
も
あ
る
が
（
李
文
巻
七
）
、
し
か
し
恐
ら
く
「
貞
元
末
よ
り
以

て
翠
に
至
る
ま
で
、
後
進
の
士
、
そ
の
古
文
に
志
あ
る
者
は
公
を

以
て
法
と
為
さ
ざ
る
は
な
し
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
、
習
之
の
欺

五
八



復
性
書
に
つ
い
て

か
ぬ
韓
愈
評
と
見
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
（
李
文
巻
十
一
）
。
愈
ぱ
習

、、

之
に
と
っ
て
、
古
文
學
に
お
い
て
こ
そ
先
進
の
意
義
を
も
つ
が
、

性
命
道
へ
の
韓
入
と
造
詣
に
お
い
て
は
、
殆
ん
ど
闊
輿
す
る
と
こ

ろ
は
な
い
と
断
じ
て
は
ば
か
ら
な
い
。

た
だ
し
こ
の
こ
と
は
、
習
之
に
お
い
て
性
命
道
と
古
文
學
と
が

相
背
馳
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。
む
し
ろ
雨

者
ぱ
緊
密
な
内
的
闘
連
を
も
ち
、
古
文
へ
の
志
向
は
た
だ
ち
に
古

道
へ
の
志
向
を
意
味
し
、
古
道
は
性
命
道
に
究
覚
す
る
。
「
吾
れ

時
に
協
は
ず
し
て
古
文
を
學
ぶ
所
以
の
者
は
、
古
人
の
行
を
悦
ベ

ば
な
り
。
古
人
の
行
を
悦
ぶ
者
は
、
古
人
の
道
を
愛
す
れ
ば
な

り
。
」
と
云
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
（
李
文
巻
六
）
。
も
っ
と
も
、
古
文

と
古
道
と
の
内
的
開
連
に
つ
い
て
は
、
愈
も
嘗
然
同
説
で
（
韓
文

巻
二
十
二
「
哀
辮
の
後
に
題
す
」
）
、
争
う
と
こ
ろ
は
雨
者
に
よ
る

古
道
の
把
握
内
容
い
か
ん
に
あ
る
の
で
あ
る
。

習
之
は
貞
元
九
年
、
一
文
を
も
っ
て
右
補
闘
梁
粛
に
面
謁
し
、

粛
よ
り
「
罰
古
人
の
遺
風
を
得
た
り
」
の
讃
僻
え
を
た
（
李
文
巻

-
）
。
こ
の
梁
粛
（
七
五
三

l
七
九
三
）
こ
そ
古
文
運
動
の
隅
賭

で
あ
る
ぼ
か
り
で
な
く
、
天
豪
中
興
の
九
祖
湛
然
に
學
ん
で
深
く

心
要
を
え
、
「
刷
定
止
観
」
六
巻
を
作
り
、
ま
た
「
止
観
統
例
」

を
述
べ
た
佛
敦
思
想
家
で
も
あ
っ
た
（
佛
祖
統
記
巻
十
）
。
柳
宗

元
の
「
先
君
石
表
陰
先
友
記
」
に
、
「
最
も
能
く
文
を
為
る
」
と

あ
り
（
柳
文
巻
十
二
）
、
に
「
大
暦
・
貞
元
の
間
、
文
士

五
九

多
く
古
學
を
尚
ぶ
。
…
…
而
し
て
獨
孤
及
・
梁
瘤
を
最
も
深
奥
と

稲
し
、
儒
林
推
重
す
」
（
巻
百
七
十
六
）
、
ま
た
新
唐
書
に
「
（
蘇

源
明
）
も
と
杜
甫
・
鄭
虔
と
善
し
。
そ
の
最
も
稲
す
る
者
は
元
結

・
梁
粛
」
（
巻
二
百
二
）
と
あ
る
の
を
見
て
も
、
そ
の
人
と
文
と

を
想
見
す
る
に
足
る
。

習
之
と
梁
粛
と
の
交
渉
ぱ
恐
ら
く
こ
の
面
謁
の
際
だ
け
て
、
梁

粛
そ
の
人
も
、
そ
の
後
ニ
ヶ
月
し
て
逝
去
し
て
い
る
が
、
習
之
の

「
知
己
に
感
ず
る
賦
井
び
に
序
」
は
、
梁
粛
の
歿
後
五
年
、
な
お

知
己
の
感
と
追
慕
の
情
の
深
切
著
明
な
る
こ
と
を
示
し
（
李
文
巻

-
）
、
粛
の
直
接
ま
た
間
接
の
影
響
を
想
わ
し
め
る
。
止
観
統
例

の
冒
頭
「
夫
れ
止
観
ぱ
何
を
か
為
す
や
。
萬
法
の
理
を
導
い
て
賓

際
に
復
す
る
も
の
な
り
。
質
際
と
は
何
ぞ
や
。
性
の
本
な
り
。
物

の
復
す
る
能
は
ざ
る
所
以
は
、
昏
と
動
と
こ
れ
を
し
て
然
ら
し
む

る
な
り
。
昏
を
照
ら
す
も
の
、
之
れ
を
明
と
謂
ひ
、
動
を
駐
む
る

（
註
一
‘
)

も
の
、
こ
れ
を
静
と
謂
ふ
。
明
と
静
と
は
止
観
の
騰
な
り
。
因
に

在
っ
て
こ
れ
を
止
観
と
謂
ひ
、
果
に
在
っ
て
こ
れ
を
智
定
と
謂

ふ
」
と
あ
る
の
は
（
佛
祖
統
記
巻
四
十
九
）
、
明
ら
か
に
復
性
書

の
テ
ー
マ
と
内
容
を
先
取
す
る
も
の
で
、
雨
者
の
思
想
的
闊
連
は

歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
梁
癖
は
獨
孤
及
（
七
二
五
？
七
七
七
）
の
門
下
生
て
、
韓

愈
の
長
兄
の
會
と
氣
類
最
も
親
し
く
、
貞
元
八
年
に
は
知
貢
畢
の

宰
相
陸
贄
を
補
佐
し
て
、
韓
愈
・
李
観
ら
八
人
を
畢
げ
、
時
に



「
龍
虎
の
榜
」
と
稲
せ
ら
れ
た
と
い
う
（
新
唐
書
・
巻
二
百
三
）
。

ま
た
習
之
ぱ
獨
孤
及
の
長
子
の
朗
と
ぱ
「
少
よ
り
歓
ぶ
」
間
柄
で

（
李
文
巻
十
六
）
、
及
に
つ
い
て
ぱ
「
憲
公
大
暦
中
に
文
章
の
名

あ
り
。
文
を
為
る
毎
に
、
蝿
ち
後
進
の
偲
窯
す
る
所
と
為
る
」
と

述
べ
て
お
り
（
李
文
巻
十
四
）
、
こ
れ
ら
の
開
係
を
考
え
る
と
き
、

習
之
の
古
文
へ
の
志
向
、
梁
粛
面
謁
、
韓
愈
従
遊
な
ど
、
必
ず
し

も
偶
然
事
で
は
な
か
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

習
之
の
性
命
道
轄
入
は
、
も
と
よ
り
深
粛
一
人
の
燭
疲
に
蹄
す

べ
き
も
の
で
は
な
く
、
何
よ
り
も
先
ず
彼
自
ら
の
内
的
要
求
に
導

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
古
文
へ
の
志
向
が
、
梁
粛
の
み
な

ら
ず
、
獨
孤
及
・
元
結
・
李
華
な
ど
の
古
文
家
の
述
作
を
通
路
と

し
て
、
道
佛
へ
の
造
詣
を
促
し
た
と
考
え
る
の
は
必
ず
し
も
穿
墓

に
過
ぎ
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
が
佛
敦
を
批
判
し
て

「
佛
法
の
言
ふ
所
の
者
は
、
列
禦
冦
・
荘
周
の
言
ひ
て
詳
か
に
す

る
所
な
り
」
と
云
い
（
李
文
巻
四
）
、
ま
た
「
心
術
を
論
ず
れ
ば

中
國
に
異
な
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
自
證
（
李
文
巻
十
）
、

彼
自
ら
の
道
佛
に
封
す
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ
造
詣
自
得
を
前
提
す

（
往
二
）

る
。
か
く
て
こ
そ
習
之
は
異
端
思
想
を
高
度
に
導
入
し
、
儒
學
を

性
命
道
と
し
て
深
化
展
開
せ
し
め
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
習
之
ぱ
箪
に
「
佛
老
を
雑
え
る
」
の
で
は
な
い
。
あ
く

ま
で
儒
家
と
し
て
の
主
脆
性
を
執
持
し
な
が
ら
、
佛
老
を
自
己
の

臆
系
に
包
掘
せ
ん
と
す
る
。
云
い
換
え
れ
ば
、
儒
學
ぱ
佛
老
に
恨

復
性
害
に
つ
い
て

借
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
、
そ
れ
自
身
で
完
結
的
、
絶
劉
的
な
盟

系
と
し
て
深
化
披
展
せ
し
め
ら
れ
る
。
復
性
書
は
か
か
る
性
命
道

と
し
て
の
儒
學
間
明
の
一
大
宣
言
書
で
あ
っ
た
。
「
道
の
剥
に
極

ま
る
や
必
ず
復
す
。
吾
れ
登
に
復
の
時
か
」
、
「
あ
4
、
性
命
の
書

存
す
と
雖
も
、
學
者
能
く
明
ら
む
る
な
し
。
こ
の
故
に
皆
旺
列
老

繹
に
入
る
。
知
ら
ざ
る
者
は
夫
子
の
徒
は
以
て
性
命
の
道
を
窮
む

る
に
足
ら
ず
と
謂
ひ
、
こ
れ
を
信
ず
る
者
皆
是
れ
な
り
。
我
れ
に

問
ふ
も
の
有
り
。
我
れ
、
吾
れ
の
知
る
所
を
以
て
偲
ふ
。
遂
に
書

に
書
し
て
以
て
誠
明
の
源
を
開
く
。
而
し
て
鋏
絶
陵
棄
不
揚
の

道
、
幾
ん
ど
以
て
時
に
偲
ふ
べ
し
。
命
じ
て
復
性
書
と
曰
ひ
、
以

て
そ
の
心
を
理
め
、
以
て
そ
の
人
に
偲
ふ
。
あ
4

、
夫
子
復
た
生

ず
る
も
、
吾
が
言
を
巖
せ
じ
」
の
謡
は
（
復
思
書
上
）
、
彼
の
術

道
の
自
任
と
抱
負
を
吐
露
し
て
餘
蘊
が
な
い
。

（
註
一
）
嘩
詞
止
観
の
剪
頭
「
止
覗
明
静
、
前
代
末
聞
」
と
あ
る
。
習
之

が
明
誠
の
二
字
（
中
庸
に
出
る
）
を
用
い
て
、
明
静
を
用
い
て

い
な
い
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
動
静
皆

離
」
と
云
う
。

（
註
二
）
湛
然
は
「
止
観
輔
行
俯
弘
決
」
の
中
で
外
典
を
博
引
し
、
特
に

老
荘
に
封
し
て
は
、
批
判
を
加
え
な
が
ら
も
、
そ
の
語
を
借
り

て
佛
敦
思
想
を
圃
明
せ
ん
と
し
て
お
り
、
湛
然
に
師
事
し
た
華

厳
四
祖
の
澄
観
も
、
「
語
を
借
り
て
こ
れ
を
用
ふ
る
も
、
意
を

取
る
は
則
ち
別
」
（
演
義
紗
巻
一
）
と
い
う
見
地
か
ら
で
は
あ

る
が
、
「
華
厳
経
疏
」
や
「
演
義
紗
」
に
お
い
て
老
荘
易
な
ど

六
〇



復
性
書
に
つ
い
て

を
引
用
し
て
い
る
。
か
か
る
傾
向
が
習
之
の
追
佛
研
鑽
や
道
佛

獅
受
の
う
え
に
影
害
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。

習
之
ぱ
道
佛
特
に
佛
敦
思
想
を
高
度
に
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
性
命
道
に
轄
入
し
、
復
性
書
三
篇
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
る
が
、

反
面
、
あ
く
ま
で
も
儒
家
主
盟
性
を
主
張
し
て
道
佛
を
批
判
排
斥

し
た
。
彼
の
封
佛
姿
勢
の
端
的
な
事
例
は
、
洞
州
開
元
寺
の
僧
澄

（
註
一
）

観
の
鐘
銘
依
頼
に
封
す
る
答
書
に
見
ら
れ
る
。
云
う
、
「
鍬
は
聖
人

の
心
を
學
ぶ
。
則
ち
敢
へ
て
聖
人
の
道
を
知
る
に
譲
ら
ざ
る
者
な

り
。
…
・
：
吾
れ
の
是
の
鐘
に
銘
す
る
や
、
吾
れ
ま
さ
に
聖
人
の
道

を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
繹
氏
に
於
て
盆
な
き
な
り
。

吾
れ
ま
さ
に
繹
氏
の
敦
に
順
っ
て
述
べ
ん
と
す
れ
ば
、
則
ち
下
人

（
民
）
を
給
く
こ
と
甚
し
。
何
ぞ
吾
の
先
覺
に
貴
ば
ん
や
。
…
…

足
下
、
吾
れ
の
必
ず
是
の
鐘
に
銘
せ
ん
こ
と
を
欲
せ
ば
、
嘗
に
吾

が
心
と
吾
が
道
と
に
順
ふ
べ
し
。
則
ち
足
下
の
銘
必
ず
後
代
に
個

は
ら
ん
」
と
（
李
文
巻
六
）
。
時
に
貞
元
十
五
年
、
復
性
書
成
立

の
前
年
に
嘗
た
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
全
祖
羞
が
鳴
道
集
説
の

跛
文
に
お
い
て
李
屏
山
の
習
之
観
を
駁
し
、
「
習
之
ぱ
断
じ
て
佛

に
倭
す
る
者
に
あ
ら
ず
」
と
論
断
し
て
い
る
こ
と
の
公
正
で
あ
る

の
を
知
り
う
る
（
宋
元
學
案
巻
百
）
。
か
か
る
儒
家
主
餞
性
の
主

六

張
は
、
ま
た
彼
の
友
な
る
道
士
侯
高
に
野
す
る
答
書
に
も
見
え
る

（
李
文
巻
七
）
。

彼
の
排
佛
の
姿
勢
は
晩
年
と
い
え
ど
も
髪
わ
っ
て
い
な
い
。
手

和
靖
が
韓
愈
の
「
孟
尚
書
に
輿
ふ
る
書
」
よ
り
推
し
て
「
罰
晩
に

繹
氏
に
従
ふ
」
と
云
っ
た
の
は
失
嘗
で
（
那
居
之
に
答
ふ
る
書
）
、

こ
の
貼
、
習
之
ぱ
む
し
ろ
道
敦
に
逃
れ
ん
と
し
た
。
「
翰
林
李
舎

人
に
興
ふ
る
書
」
に
、
「
後
禍
を
逃
れ
ん
と
思
ふ
。
…
…
退
い
て

至
道
を
修
め
、
上
は
以
て
赤
松
・
子
房
の
風
を
追
ふ
べ
し
」
と
云

い
、
更
に
「
年
已
に
六
十
一

．．．．．． 
意
願
は
く
ぱ
残
年
を
乞
取
し
、

以
て
知
る
所
の
道
を
修
め
ん
。
如
し
或
は
成
る
有
ら
ば
、
是
れ
萬

世
の
一
遇
。
縦
ひ
成
る
な
か
ら
し
む
る
も
、
且
つ
能
く
早
く
止
足

の
高
き
を
知
る
。
静
か
に
三
老
と
林
藪
の
下
に
死
せ
ん
」
と
あ
る

の
が
、
そ
れ
を
示
す
（
李
文
巻
八
）
。
も
ち
ろ
ん
彼
は
績
い
て
歴

官
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
識
の
一
隅
あ
る
い
は
奥
底
に

道
敦
的
世
界
へ
の
憧
憬
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
人
生
の
黄
昏
、
た

ま
た
ま
不
如
意
に
際
會
し
て
、
前
述
の
ご
と
き
心
情
の
吐
露
と
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

習
之
の
道
佛
、
特
に
佛
敦
批
判
は
、
道
學
の
展
開
過
程
を
考
察

す
る
上
に
も
看
過
し
え
ぬ
意
義
を
も
つ
。
彼
は
先
ず
佛
敦
を
「
夷

、
、
、

秋
身
毒
國
の
術
」
と
規
定
し
、
そ
の
人
倫
轄
法
に
背
く
の
を
指
摘

す
る
。
こ
れ
は
中
華
意
識
に
も
と
づ
き
、
佛
敦
を
中
華
文
化
に
劉

す
る
非
文
化
的
侵
犯
者
と
し
て
弾
劾
す
る
常
套
的
批
判
ー
い
わ
ゆ



る
夷
夏
論
的
批
判
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
佛
敦
批
判
の
特
色
は
、

そ
の
二
元
論
的
性
格
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
佛
法
の
云
ふ
所
は
列

禦
冦
・
荘
周
の
言
ひ
て
詳
か
に
す
る
所
な
り
。
そ
の
餘
は
則
ち
皆

夷
秋
の
道
な
り
。
若
し
佛
を
し
て
中
國
に
生
ぜ
し
め
ば
、
則
ち
そ

の
為
作
は
必
ず
是
れ
に
異
な
ら
ん
」
と
論
じ
（
李
文
巻
四
）
、
ま

た
「
佛
法
の
人
を
害
す
る
は
楊
墨
よ
り
甚
し
。
心
術
を
論
ず
れ
ば

中
國
に
異
な
ら
ず
と
雖
も
、
跡
賓
を
放
較
す
れ
ば
生
磁
を
霰
す
る

あ
り
。
人
情
を
浸
溺
す
る
こ
と
、
こ
れ
よ
り
甚
し
き
は
な
し
。
人

上
た
る
者
宜
し
く
抑
ふ
べ
き
所
な
り
」
と
云
う
ご
と
く
（
李
文
巻

+
）
、
有
機
的
・
具
臆
的
現
質
態
と
し
て
の
佛
敦
は
、
敦
理
思
想

面
と
社
會
倫
理
紐
清
面
と
に
抽
象
分
解
さ
れ
、
前
者
は
中
國
固
有

の
哲
學
思
想
に
合
致
す
る
普
遍
的
倶
理
と
し
て
、
批
判
の
埓
外
に

放
過
さ
れ
、
後
者
は
反
中
華
的
・
非
文
化
的
な
も
の
と
し
て
痛
烈

な
糾
弾
の
封
象
と
な
る
。
か
か
る
二
元
論
的
批
判
は
、
彼
が
佛
敦

思
想
を
高
度
に
導
入
す
る
反
面
、
熾
烈
な
排
佛
論
を
展
開
す
る
の

と
相
闘
す
る
。
「
こ
れ
（
佛
）
に
惑
ふ
者
は
そ
の
敦
に
溺
れ
、
こ

れ
を
排
す
る
者
は
そ
の
心
を
知
ら
ず
。
滸
じ
て
嘗
た
る
と
雖
も
、

そ
の
徒
を
し
て
謹
し
く
し
て
束
者
を
勘
む
る
な
か
ら
し
む
る
能
は

ず
。
故
に
そ
の
術
を
し
て
彼
の
ご
と
く
そ
れ
熾
ん
な
ら
し
む
る
な

り
」
と
云
う
の
は
（
李
文
巻
四
）
、
嘗
時
の
儒
者
の
、
，
主
臆
性
を

喪
失
し
た
崇
佛
と
、
そ
れ
と
は
ま
さ
に
封
蹄
的
な
、
恐
ら
く
韓
愈

の
小
兒
病
的
排
佛
と
を
賠
に
批
判
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

復
性
書
に
つ
い
て

け
だ
し
道
學
正
統
に
よ
る
排
異
端
論
の
性
格
は
、
心
跡
二
元
論

の
超
克
と
し
て
、
「
心
跡
不
二
」
の
論
理
に
よ
っ
て
抜
本
的
批
判

を
加
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
程
子
は
「
心
跡
一
な
り
。
3

一
岳
に
跡
非

に
し
て
心
是
な
る
者
あ
ら
ん
や
。
正
に
雨
脚
の
方
に
行
く
が
如

し
。
そ
の
心
を
指
し
て
日
く
、
我
れ
本
と
行
く
を
欲
せ
ず
と
。
登

、、

に
此
の
理
有
ら
ん
。
盆
し
上
下
•
本
末
・
内
外
す
べ
て
是
れ
一
理

な
り
。
方
に
是
れ
道
」
と
云
い
（
程
氏
遺
書
巻
一
）
、
ま
た
「
王

通
の
心
跡
の
判
る
る
を
言
ふ
は
便
ち
是
れ
風
説
」
と
批
判
す
る

（
同
巻
十
五
・
十
九
）
。
こ
の
心
跡
二
元
論
に
封
す
る
批
判
は
、

（
往
二
）

要
す
る
に
そ
れ
が
三
敦
調
停
の
論
理
に
堕
し
や
す
い
の
に
よ
る
。

王
通
か
「
三
敦
是
に
於
て
か
、
一
な
る
べ
し
」
と
云
い
（
中
説
巻

五
）
、
ま
た
契
嵩
が
「
古
の
聖
人
あ
る
、
曰
く
佛
、
日
＜
儒
。
心

ぱ
則
ち
一
、
そ
の
跡
は
則
ち
異
な
る
。
…
…
そ
れ
敦
な
る
者
ぱ
聖

人
の
迩
な
り
。
こ
れ
を
為
る
者
は
聖
人
の
心
な
り
。
そ
の
心
を
見

れ
ば
、
則
ち
天
下
是
な
ら
ざ
る
も
の
有
る
な
く
、
そ
の
跡
に
循
ヘ

ば
、
則
ち
天
下
非
な
ら
ざ
る
も
の
有
る
な
し
。
こ
の
故
に
賢
者
は

か
の
聖
人
の
心
を
知
る
を
貴
ぶ
」
と
述
べ
、
前
掲
の
王
通
の
語
を

引
い
て
「
王
氏
は
殆
ん
ど
聖
人
の
心
を
見
る
な
り
」
と
稲
賛
す
る

が
ご
と
き
は
（
輔
敦
編
中
）
、
い
ず
れ
も
心
跡
二
元
論
と
三
敦
調

停
思
想
と
の
論
理
的
闊
連
を
例
示
す
る
。

か
か
る
観
黙
に
立
つ
な
ら
ば
、
習
之
が
佛
敦
の
哲
學
的
思
想
面

（
心
）
を
肯
定
し
な
が
ら
、
そ
の
社
會
倫
理
紐
演
面
（
跡
）
を
否

ノ‘



復
性
書
に
つ
い
て

定
す
る
の
は
、
常
然
徹
底
を
餓
く
の
識
り
を
免
れ
な
い
。
し
か
し

こ
の
不
徹
底
さ
は
彼
の
識
見
力
量
い
か
ん
に
か
か
わ
る
よ
り
は
、

む
し
ろ
常
時
儒
家
内
部
に
お
い
て
、
ま
だ
獨
自
の
哲
學
睦
系
が
樹

立
さ
れ
る
ま
で
時
熟
せ
ず
、
彼
に
お
い
て
漸
く
緒
に
就
く
に
至
っ

た
と
い
う
歴
史
的
事
情
に
か
か
わ
る
。
北
宋
に
お
け
る
道
學
の
成

立
が
、
異
端
に
到
す
る
抜
本
的
批
判
の
原
理
と
し
て
の
理
概
念
の

成
立
と
時
を
同
じ
う
す
る
ゆ
え
ん
で
、
こ
の
理
こ
そ
、
倫
理
的
概

念
で
あ
る
と
同
時
に
形
而
上
學
的
概
念
で
あ
り
、
い
わ
ば
一
切
を

包
括
す
る
究
党
的
原
理
と
し
て
、
心
跡
不
二
の
論
理
の
形
而
上
學

的
根
捩
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

か
つ
習
之
の
嘗
時
、
佛
敦
流
行
の
漿
爛
の
結
果
、
そ
の
祉
會
的

紐
滴
的
特
櫂
に
伴
う
弊
害
が
激
化
し
、
や
が
て
は
武
宗
會
昌
の
康

佛
（
八
四
五
）
に
よ
っ
て
断
罪
さ
る
べ
き
必
然
的
運
命
に
迫
ら

れ
つ
つ
あ
っ
た
。
か
か
る
破
綻
の
露
呈
が
彼
の
佛
敦
批
判
の
二
元

論
的
性
格
を
強
く
制
約
し
た
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
。
彼
は
「
惟

れ
、
土
木
銅
鐵
四
海
に
周
く
、
生
人
を
残
害
し
、
逍
逃
の
藪
澤
と

な
る
」
と
云
い
（
李
文
巻
十
）
、
「
そ
の
徒
や
、
認
せ
ず
し
て
衣
裳

具
は
り
、
褥
せ
ず
し
て
飲
食
充
ち
、
安
居
し
て
作
ら
ず
、
物
を
役

し
て
以
て
己
を
養
ふ
も
の
、
幾
千
百
萬
人
な
る
か
を
知
る
べ
し
」

と
痛
嘆
し
て
い
る
が
（
李
文
巻
四
）
、
佛
敦
の
か
か
る
祉
會
的
・

経
演
的
現
貿
態
が
、
彼
の
紐
世
の
理
念
や
方
策
と
根
本
的
に
劉
立

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
「
も
し
周
公
仲
尼
一
王

六

の
制
度
を
興
立
す
る
有
ら
ば
、
天
下
の
寺
観
僧
道
、
そ
れ
特
に
こ

れ
を
興
さ
ん
と
す
る
か
、
そ
れ
賂
に
こ
れ
を
康
せ
ん
と
す
る
か
」

と
云
う
ゆ
え
ん
で
あ
る
（
李
文
巻
十
）
。

彼
の
道
佛
批
判
の
立
脚
黙
で
あ
る
経
世
の
理
念
と
そ
の
方
策
に

つ
い
て
は
、
「
平
賦
書
」
（
李
文
巻
三
）
を
中
心
に
別
に
詳
述
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
が
孟
子
の
王
道
論
に
範
を
と

る
農
本
主
義
的
中
央
集
櫂
國
家
の
確
立
に
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
も

営
時
盆
々
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た
封
建
的
地
方
軍
事
勢
力
や
大
土
地

所
有
、
商
業
資
本
の
現
質
態
に
根
本
的
に
射
立
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

云
う
ま
で
も
な
く
、
儒
學
は
、
習
之
に
と
っ
て
、
國
家
支
配
の

絶
封
的
原
理
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
生
ー
世
界
観
の
普
遍
妥
常
的

臆
系
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
儒
學
の
現
質
態
は
、
そ
の

國
家
支
配
面
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
人
生
ー
世
界
観
に
お
い
て

も
、
夙
に
地
の
藍
た
る
の
意
義
を
喪
失
し
て
い
た
。
唐
初
、
五
経

正
義
が
欽
定
さ
れ
（
六
四

0
)、
次
い
で
天
下
に
頒
布
さ
れ
て
學

校
や
科
學
應
試
の
テ
キ
ス
ト
に
指
定
さ
れ
た
が
、
空
疎
な
訓
詰
學

の
圏
套
を
脱
し
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
正
義
の
獨
存
と
そ
の
利
緑

の
手
段
化
は
、
相
侯
っ
て
の
創
造
的
展
開
の
障
礎
と
な
っ

こ。t
 こ

れ
に
酎
し
て
佛
敦
は
王
室
貴
族
の
庇
設
の
も
と
、
名
僧
知
識

が
咋
事
出
し
、
評
業
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
各
宗
競
っ
て
深
遠
精
緻



な
敦
理
盟
系
を
整
備
す
る
と
同
時
に
、
漸
く
中
國
佛
敦
と
し
て
の

性
格
を
具
有
す
る
に
至
っ
た
。
特
に
安
史
の
乱
（
七
五
五
!
七
六

三
）
後
、
國
内
の
擾
胤
と
不
安
に
よ
っ
て
陶
冶
さ
れ
た
佛
敦
は
、

そ
の
貴
族
的
・
観
念
的
性
格
を
彿
拭
し
て
、
宜
践
的
・
解
脱
救
演

的
宗
敦
へ
と
み
ず
か
ら
を
更
新
し
、
天
棗
で
は
儒
よ
り
佛
に
蹄
し

た
湛
然
（
七
―
―
！
七
八
二
）
、
華
厳
で
は
澄
観
（
七
三
八
!
八
三

九
）
、
密
敦
で
は
不
空
（
七

0
五
？
七
七
四
）
が
現
わ
れ
、
輝
で

は
希
遷
（
七

0
0
C七
九

0
)
・
道
一
（
七

0
九
？
七
八
八
）
ら
の

も
と
に
龍
象
か
族
出
し
て
、
天
下
に
輝
風
を
撃
揚
し
て
い
た
。
特

に
道
一
の
法
嗣
懐
海
（
七
二
〇
？
八
一
四
）
に
よ
る
百
丈
清
規
の

成
立
は
、
祠
敦
圏
の
獨
立
、
佛
敦
の
全
き
中
園
化
を
意
味
す
る
も

の
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
淫
土
宗
の
弘
通

も
ま
た
歴
史
的
祉
會
的
必
然
の
要
請
と
い
っ
て
よ
い
。

道
敦
も
ま
た
、
唐
室
が
李
姓
で
あ
っ
た
闊
係
も
あ
っ
て
、
歴
朝

の
保
護
尊
嵩
は
、
武
后
の
一
時
を
除
い
て
佛
敦
に
優
位
し
（
道
先

佛
後
）
、
み
ず
か
ら
も
佛
敦
々
理
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
敦

理
を
組
成
し
て
、
上
下
に
亘
っ
て
普
ね
く
浸
透
し
て
い
た
。
玄
宗

が
家
ご
と
に
老
子
道
徳
経
を
具
え
し
め
た
一
例
は
、
そ
の
思
想
界

に
お
け
る
比
重
を
窺
う
に
足
る
。

元
来
、
儒
家
思
想
は
世
俗
的
敦
義
を
出
な
い
。
何
尚
之
（
三
八

二
？
四
六

0
)
が
「
六
紐
の
典
文
、
本
と
俗
を
演
い
治
を
為
す
に

在

る

の

み

。

の

員

奥

を

求

め

ん

と

す

れ

ば

、

に

佛

敦

復
性
書
に
つ
い
て

を
以
て
指
南
と
為
さ
ざ
る
を
得
ん
や
」
と
云
う
の
は
（
弘
明
集
巻

+
-
）
、
必
ず
し
も
「
佛
敦
を
讃
揚
す
る
」
た
め
の
僻
で
は
な
い
。

安
史
の
凰
後
、
社
會
臆
制
は
解
髄
の
過
程
を
た
ど
り
、
政
治
は
腐

敗
無
力
化
し
て
秩
序
を
回
復
す
べ
く
も
な
く
、
天
下
の
人
心
が
買

存
的
不
安
に
動
揺
し
、
そ
の
奥
底
に
救
滴
解
脱
を
希
求
し
て
や
ま

な
い
と
き
、
元
来
が
世
俗
的
敦
義
に
と
ど
ま
り
、
今
や
地
の
盤
た

る
の
意
義
を
完
全
に
失
っ
た
儒
家
が
、
祉
會
人
心
の
墨
的
要
求
を

充
足
す
る
に
足
ら
ず
、
高
明
の
士
を
謳
っ
て
道
佛
に
蹄
趨
せ
し
め

る
に
至
っ
た
の
ぱ
常
然
で
あ
る
。
か
か
る
社
會
的
、
精
紳
的
欣
況

の
中
に
あ
っ
て
、
孔
孟
の
道
統
を
梱
承
し
、
斯
文
の
血
脈
を
保
任

せ
ん
と
す
る
習
之
が
、
儒
家
の
櫂
威
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
奪
換
し
、

嘗
代
の
切
質
な
要
求
に
應
え
ん
が
た
め
に
は
、
園
家
支
配
の
原
理

方
策
は
も
と
よ
り
儒
家
の
個
統
に
求
め
て
然
る
べ
き
も
の
の
、
個

人
の
蓋
的
安
心
や
救
演
に
お
い
て
は
、
経
偲
に
お
け
る
主
観
主
義

的
理
念
を
中
核
と
し
て
、
こ
れ
を
哲
學
的
に
深
化
顎
展
せ
し
め
、

し
か
も
道
佛
の
ご
と
く
人
倫
否
定
的
・
社
會
出
離
的
方
向
で
は
な

く
、
人
倫
肯
定
的
・
社
會
内
在
的
方
向
に
即
し
な
が
ら
、
自
己
存

在
の
根
源
に
沈
潜
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
内
在
的
超
越
を
可
能

な
ら
し
め
る
が
ご
と
き
立
場
を
取
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
云

う
ま
で
も
な
い
。
復
性
書
の
テ
ー
マ
と
内
容
は
ま
さ
に
か
か
る
歴

史
的
、
社
會
的
要
請
に
封
し
て
、
儒
家
と
し
て
應
答
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。

六
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復
性
書
に
つ
い
て

復
書
性
は
欧
陽
修
も
指
摘
す
る
ご
と
く
「
中
庸
の
義
疏
」
と
云

う
べ
き
も
の
で
あ
る
（
獣
陽
文
忠
公
集
巻
二
十
三
）
。
全
祖
羞
は

「
中
庸
を
羽
翼
す
る
」
と
云
う
（
鮭
碕
亭
集
外
篇
巻
三
十
七
）
。

該
書
が
易
を
始
め
、
大
學
．
孟
子
を
援
用
し
、
恰
も
宋
代
に
お
け

る
四
書
成
立
の
先
河
を
な
す
ご
と
き
観
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の

大
網
は
中
庸
に
外
な
ら
な
い
。
上
篇
に
お
い
て
、
孔
子
か
ら
一
偲

四

も
と
よ
り
佛
を
も
っ
て
儒
を
證
す
る
の
識
り
は
免
れ
な
い
。
し

か
し
嘗
時
の
佛
敦
は
内
観
的
・
質
践
的
性
格
を
顕
著
に
し
、
直
下

に
心
源
を
徹
見
す
る
騨
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
天
棗
に
お
け
る
止

観
、
華
厳
に
お
け
る
妄
盛
還
源
観
の
重
視
な
ど
、
い
ず
れ
も
佛
家

の
か
か
る
傾
向
の
あ
ら
わ
れ
で
、
習
之
が
前
述
の
課
題
に
應
え
ん

と
す
る
か
ぎ
り
、
嘗
然
導
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
り
、
然
ら

ざ
る
か
ぎ
り
道
佛
批
判
は
蟷
螂
の
龍
車
に
向
か
う
の
類
に
過
ぎ

ず
、
儒
學
の
主
臆
性
を
保
持
す
る
こ
と
す
ら
不
可
能
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

（
註
一
）
こ
の
澄
観
は
韓
愈
「
送
僧
澄
観
」
の
詩
の
澄
観
と
同
一
人
で
あ

る
が
、
華
巌
中
興
の
第
四
祖
の
澄
観
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。

「
韓
昌
黎
詩
緊
年
集
繹
」
巻
一
参
照
。

（
註
二
）
富
氷
仲
基
は
「
出
定
後
語
」
三
数
第
二
十
四
に
お
い
て
、
契
嵩

、、

の
輔
紋
編
の
説
な
ど
を
「
調
停
の
説
」
と
云
っ
て
い
る
。

六
五

し
て
顔
回
・
子
路
・
曾
子
、
さ
ら
に
個
え
て
子
思
．
孟
子
へ
と
至

る
性
命
道
の
系
譜
を
叙
し
、
「
子
思
は
仲
尼
の
孫
、
そ
の
祖
の
道

を
え
、
中
庸
四
十
七
篇
を
述
べ
て
以
て
孟
朝
に
傭
ふ
。
…
…
秦
の

書
を
滅
す
る
に
遭
ひ
、
中
庸
の
焚
か
れ
ざ
る
者
一
篇
存
す
」
と
論

じ
て
い
る
の
は
、
中
庸
こ
そ
儒
家
性
命
道
の
、
い
わ
ば
法
統
を
偲

え
る
所
依
の
紐
典
で
あ
る
と
す
る
習
之
の
見
識
を
示
す
。
け
だ
し

盛
偲
す
る
道
佛
に
拮
抗
し
て
、
儒
家
の
櫂
威
と
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
主

張
せ
ん
が
た
め
に
は
、
聖
孫
で
か
つ
道
統
を
樅
承
す
る
子
思
の
撰

述
に
な
り
、
思
想
の
深
逍
さ
と
叙
述
の
睦
系
性
に
お
い
て
紐
偲
中

絶
類
の
中
庸
こ
そ
、
ま
さ
に
依
披
す
べ
く
恰
好
の
書
で
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
中
庸
の
、
朧
記
か
ら
の
獨
立
箪
行
は
、
隋
書

・
紐
籍
志
に
戴
順
（
三
七
八
？
四
四
一
）
の
「
中
庸
博
」
二
巻
、

梁
武
帝
（
四
六
四
！
五
四
九
）
の
「
中
庸
講
疏
」
一
巻
、
「
私
記

制
旨
中
庸
義
」
五
巻
が
見
え
る
が
、
い
ず
れ
も
今
日
博
わ
っ
て
い

な
い
。既

述
の
ご
と
く
、
習
之
は
佛
敦
思
想
を
高
度
に
導
入
し
て
、
ユ

ニ
ー
ク
な
性
命
哲
學
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
庸
に
お
け
る

佛
敦
思
想
の
導
入
は
決
し
て
習
之
を
も
っ
て
嘴
矢
と
し
な
い
。
既

に
正
義
に
お
い
て
、
性
情
概
念
の
説
明
に
賀
場
（
四
五
〇
？
五
一

0
)
の
「
性
と
情
と
は
、
な
ほ
波
と
水
と
の
ご
と
し
。
静
か
な
る

時
は
是
れ
性
、
動
け
ば
則
ち
是
れ
情
」
な
る
語
が
引
用
さ
れ
、
ま

（
註
一
）

た
「
性
と
情
と
は
金
と
鎮
印
と
に
似
た
り
。
銀
印
の
用
は
金
に
あ



ら
ざ
る
も
、
亦
金
に
因
り
て
銀
印
あ
り
。
情
の
用
ふ
る
所
は
性
に

あ
ざ
る
も
、
亦
性
に
因
り
て
情
あ
り
。
則
ち
性
は
静
、
情
は
動
」

と
云
う
（
隠
記
注
疏
巻
五
十
二
）
。
復
性
書
は
賓
に
こ
の
性
と
情

な
る
相
闊
概
念
を
中
核
と
し
て
展
開
す
る
。

と
こ
ろ
で
中
庸
に
お
け
る
性
の
概
念
は
復
性
テ
ー
ゼ
を
根
披
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
復
性
テ
ー
ゼ

は
、
性
が
本
束
的
完
全
性
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
、
か
つ
そ
の
本

束
的
完
全
性
の
喪
失
が
い
か
に
し
て
生
起
す
る
か
、
ま
た
本
来

的
完
全
性
へ
の
還
蹄
、
す
な
わ
ち
復
性
が
い
か
に
し
て
可
能
と
な

る
か
が
究
明
開
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
中
庸
に
お

い
て
性
は
本
束
的
完
全
性
を
含
意
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と

は
、
こ
の
テ
ー
ゼ
が
、
云
わ
れ
る
が
ご
と
く
老
荘
よ
り
椴
借
禅
入

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
決
定
す
る
闊
鍵
と
な
る
。

云
う
ま
で
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
敦
學
は
人
間
の
本
来
的
、
な
い

し
は
究
童
的
な
在
り
方
を
志
向
す
る
が
、
そ
の
在
り
方
並
び
に
そ

こ
に
至
る
方
途
は
萬
殊
で
あ
る
。
儒
家
に
お
い
て
、
道
徳
的
完
全

の
理
想
の
盟
現
者
と
し
て
の
聖
人
が
決
し
て
超
絶
的
な
存
在
者
で

は
な
く
、
人
は
皆
亮
舜
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
の
は
孟

子
に
始
ま
る
。
し
か
し
孟
子
に
お
い
て
は
、
性
は
本
来
的
完
全
性

と
云
う
よ
り
は
む
し
ろ
可
能
的
完
全
性
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
可

能
性
を
現
質
性
に
轄
化
す
る
に
は
四
端
撒
充
と
い
う
プ
ラ
ス
の
努

力
が
要
求
さ
れ
、
聖
人
は
い
わ
ば
プ
ラ
ス
の
極
限
に
現
成
す
る
と

復
性
書
に
つ
い
て

さ
れ
た
。
こ
の
貼
、
道
家
に
お
い
て
は
、
「
學
を
為
む
る
者
は
日

に
盆
し
、
道
を
為
む
る
者
は
日
に
損
す
。
こ
れ
を
損
し
、
又
こ
れ

を
損
し
て
以
て
無
為
に
至
る
」
（
老
子
・
四
十
八
章
）
の
語
が
端

的
に
示
す
ご
と
く
、
一
切
の
私
欲
や
人
為
を
去
っ
て
、
絶
封
者
で

あ
る
道
の
本
然
に
復
蹄
し
、
一
陸
化
す
る
、
い
わ
ば
マ
イ
ナ
ス
の

極
限
に
現
成
す
る
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
悉
有
佛
性
の
立
場
か
ら

覺
者
を
志
向
す
る
佛
家
も
、
道
家
と
ほ
ぼ
同
轍
で
あ
る
。

し
か
し
中
庸
の
首
句
「
天
命
こ
れ
を
性
と
謂
ひ
、
性
に
率
ふ
、

こ
れ
を
道
と
謂
ふ
」
に
お
け
る
性
の
概
念
は
、
箪
な
る
可
能
的
完

全
性
と
し
て
撒
充
長
養
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
行
為
規
範
の

主
臆
的
原
理
と
し
て
、
本
束
的
完
全
性
を
含
意
し
、
孟
子
の
性
説

を
一
歩
徹
底
さ
せ
た
も
の
と
云
え
る
。
こ
の
こ
と
は
中
庸
の
首
章

が
局
す
る
「
中
庸
説
」
が
、
年
代
的
に
孟
子
よ
り
遅
く
秦
時
道
家

言
の
影
響
下
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
に
照
應
す
る
も
の

で
、
儒
家
に
お
け
る
復
性
テ
ー
ゼ
は
こ
こ
に
始
め
て
可
能
に
な
る

の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
中
庸
に
お
い
て
は
、
復
性
テ
ー
ゼ
は
自
覺

的
に
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
習
之
は
「
性
に
率
ふ
、
こ
れ

を
道
と
謂
ふ
」
の
一
句
に
復
性
の
意
味
を
見
い
だ
す
、
む
し
ろ
附

輿
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
「
そ
の
源
に
循
っ
て
そ
の
性
に
反
る
者

は
道
な
り
。
道
な
る
者
は
至
誠
な
り
。
至
誠
は
天
の
道
な
り
。
誠

は
定
る
な
り
、
動
か
ざ
る
な
り
」
と
解
す
る
。
誠
を
解
し
て
「
定
」

と
云
い
、
「
不
動
」
と
云
う
と
こ
ろ
に
輝
や
止
観
の
導
入
が
看
取

六
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復
性
害
に
つ
い
て

さ
れ
る
が
、
こ
の
「
性
に
反
る
」
の
語
は
荘
子
・
繕
性
の
「
危
然

と
し
て
そ
の
所
に
虞
り
て
そ
の
性
に
反
る
の
み
」
で
は
な
く
、
恐

ら
く
孟
子
・
盛
心
の
「
甕
舜
は
性
の
ま
ま
な
る
者
な
り
。
湯
武
は

（
註
二
）

之
れ
に
反
る
な
り
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
こ
の
孟
子
・
聾
心
の
語
に
つ
い
て
は
、
朱
子
は
「
性

の
ま
ま
と
は
、
全
き
を
天
に
得
、
汚
壊
す
る
所
な
く
、
修
為
を
仮

ら
ず
。
聖
の
至
な
り
。
こ
れ
に
反
る
と
は
、
修
為
し
て
以
て
そ
の

性
に
復
し
て
聖
人
に
至
る
な
り
」
と
注
し
、
か
つ
程
子
の
「
性
の

ま
ま
に
す
、
こ
れ
に
反
る
と
は
、
古
い
ま
だ
此
の
語
あ
ら
ず
。
蓋

し
孟
子
よ
り
こ
れ
を
益
立
す
」
の
語
を
引
く
。
こ
れ
は
程
朱
が
習
之

を
籠
承
す
る
、
少
く
と
も
期
せ
ず
し
て
着
眼
を
同
じ
う
す
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
か
つ
復
性
テ
ー
ゼ
が
孟
子
に
由
る
と
の
想
定
は
、

習
之
の
「
百
骸
の
中
に
心
あ
り
。
聖
人
と
異
な
る
な
し
。
麗
然
と

し
て
そ
の
性
に
復
せ
ざ
る
は
惑
へ
り
。
そ
の
心
以
て
聖
人
を
庶
幾

す
べ
か
ら
ず
と
道
ふ
者
は
、
自
ら
そ
の
性
を
棄
つ
る
者
な
り
」
の

語
に
よ
っ
て
も
一
證
さ
れ
る
（
李
文
巻
四
）
。
す
な
わ
ち
「
自
ら

そ
の
性
を
棄
つ
」
の
語
が
孟
子
・
離
媒
の
「
吾
が
身
、
仁
に
居
り

義
に
由
る
能
は
ざ
る
、
こ
れ
を
自
ら
棄
つ
と
謂
ふ
」
に
由
来
す
る

こ
と
が
誤
り
な
い
と
す
れ
ば
、
復
性
が
自
棄
（
其
性
）
の
到
立
概

念
と
し
て
、
同
じ
く
孟
子
よ
り
導
出
さ
れ
た
と
断
じ
て
も
、
あ
な

が
ち
附
會
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
玩
元
の
ご
と
く
、
旺
子

．
繕
性
の
「
性
を
俗
に
繕
め
、
學
ん
で
以
て
そ
の
初
に
復
ら
ん
こ

六
七

と
を
求
め
…
…
」
、
「
以
て
そ
の
性
情
に
反
り
て
そ
の
初
に
復
す
る

な
し
」
に
求
め
る
要
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
（
研
紐
堂
績
集
巻

三）。こ
こ
で
彼
の
紐
解
繹
の
姿
勢
や
経
観
に
つ
い
て
一
言
し
て
お

く
。
彼
は
「
昔
の
中
庸
を
注
解
す
る
者
は
生
の
言
と
皆
同
じ
か
ら

ず
」
と
の
質
疑
に
封
し
て
、
「
彼
は
事
を
以
て
解
す
る
者
な
り
・

我
は
心
を
以
て
通
ず
る
者
な
り
」
と
答
え
て
い
る
が
（
復
性
書

中
）
、
こ
れ
は
訓
詰
學
的
な
客
観
性
の
追
求
を
事
と
せ
ず
、
主
腔

的
、
陸
瞼
的
に
解
悟
せ
ん
と
す
る
彼
の
姿
勢
を
表
明
す
る
。
ま
た

「
中
オ
の
人
は
書
に
拘
し
、
衆
に
惑
ふ
」
と
云
う
の
も
（
李
文
巻

四
）
、
裏
が
え
せ
ば
、
六
祖
壇
紐
に
い
う
「
法
華
を
轄
ず
る
」
底

の
姿
勢
を
語
る
も
の
で
、
こ
の
貼
、
従
来
の
、
専
家
師
法
を
重
ん

ず
る
訓
詰
學
的
純
學
形
態
を
超
克
す
る
も
の
で
あ
り
、
宋
代
に
お

け
る
主
脆
的
櫂
威
や
自
由
批
判
精
紳
の
高
ま
り
を
先
取
す
る
も
の

と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

か
つ
習
之
は
紐
を
ば
静
的
・
抽
象
的
な
視
範
睦
系
と
見
ず
、
動

的
・
具
臆
的
な
も
の
と
し
て
把
握
す
る
。
こ
れ
は
も
は
や
鰹
を
も

っ
て
紐
を
解
す
る
紐
學
の
圏
套
を
超
出
す
る
。
張
横
渠
は
道
學
大

伽
と
し
て
は
珍
ら
し
く
習
之
の
言
（
李
文
巻
六
）
を
引
用
し
、
か

つ
肯
定
し
て
云
う
、
「
聖
人
の
文
章
は
定
髄
な
し
。
詩
・
書
・
易

．
膿
・
春
秋
は
只
義
理
の
此
の
如
き
に
隧
っ
て
言
ふ
の
み
。
李
闊

言
へ
る
あ
り
、
詩
を
観
れ
ば
則
ち
書
あ
る
を
知
ら
ず
、
書
を
観
れ



ば
則
ち
詩
あ
る
を
知
ら
ず
と
。
亦
こ
れ
に
近
し
」
と
（
張
子
全
書

巻
四
）
。
習
之
の
紐
観
が
ひ
と
り
横
渠
の
み
な
ら
ず
、
道
學
一
般

の
そ
れ
に
通
ず
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
上
述
の
ご
と
く
、
復
性
テ
ー
ゼ
は
中
庸
と
孟
子
に
典
捩
す

る
が
、
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
そ
の
内
容
が
佛
敦
思
想
を
高
度
に

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
哲
學
的
に
深
化
稜
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る

に
も
拘
ら
ず
、
あ
く
ま
で
儒
家
的
賓
践
と
乖
離
せ
ず
、
む
し
ろ
そ

れ
を
根
掠
づ
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
彼
は
大
學
の

「
致
知
格
物
」
を
解
し
て
、
「
物
は
萬
物
な
り
。
格
は
束
な
り
、

至
な
り
。
物
至
る
の
時
、
そ
の
心
昭
昭
然
と
し
て
明
辮
し
て
物
に

應
ぜ
ざ
る
も
の
、
是
れ
致
知
な
り
」
と
云
い
、
こ
の
上
に
誠
意
よ

り
平
天
下
に
至
る
質
践
を
根
披
づ
け
て
い
る
が
、
こ
の
格
物
致
知

の
解
繹
は
「
視
聴
昭
昭
と
し
て
見
聞
に
起
こ
ら
ざ
る
も
の
、
斯
に

可
な
り
。
知
ら
ざ
る
な
き
な
り
、
為
さ
ざ
る
な
き
な
り
、
そ
の
心

寂
然
と
し
て
天
地
を
光
照
す
」
と
あ
る
の
と
同
じ
く
、
復
性
罷
瞼

そ
の
も
の
を
云
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
復
性
テ
ー
ゼ
が
佛
老
的

な
出
離
や
超
越
を
志
向
す
る
の
で
ぱ
断
じ
て
な
く
、
儒
家
的
賓
践

の
大
前
提
と
し
て
提
起
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
復
性
テ
ー
ゼ
の
内
容
は
い
か
な
る
も
の
か
、
以
下
簡
箪
に

燭
れ
て
み
る
。

既
述
の
ご
と
く
、
復
性
書
は
性
情
な
る
相
闊
概
念
を
核
に
し
て

展
開
す
る
。
先
ず
性
は
、
習
之
に
よ
れ
ば
の
命
」
と
し
て
萬

復
性
害
に
つ
い
て

人
に
具
わ
り
、
「
善
な
ら
ざ
る
な
き
も
の
」
で
あ
る
。
従
っ
て

姓
の
性
も
聖
人
の
性
と
差
ふ
こ
と
な
く
」
、
「
架
討
の
性
猶
ほ
舞
醤
舜

の
性
の
ご
と
き
」
で
、
現
賓
に
お
け
る
聖
凡
の
差
別
懸
隔
も
、

な
ん
ら
性
の
遍
具
平
等
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
水
の
性

は
清
漱
、
そ
の
こ
れ
を
渾
ら
す
も
の
ぱ
沙
泥
な
り
。
そ
の
渾
る
に

方
っ
て
、
性
睾
に
遂
に
有
る
こ
と
な
か
ら
ん
や
。
久
し
う
し
て
動

、
、
、
、
、
、
、
、
，
ヽ
、
、
、
ヽ
（
註
一
―
-
)

か
ざ
れ
ば
、
沙
泥
自
ら
況
み
、
清
明
の
性
天
地
を
饗
す
。
外
よ
り

束
た
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
故
に
そ
の
渾
る
や
、
性
本
と
失
は

ず
。
そ
の
復
す
る
や
、
性
亦
生
せ
ず
。
人
の
性
も
亦
猶
ほ
水
の
ご

と
し
」
と
云
う
の
は
、
性
が
聖
凡
に
よ
っ
て
増
減
せ
ず
、
覺
・
不

覺
に
よ
っ
て
生
滅
じ
な
い
こ
と
を
善
＜
喩
え
て
い
る
。

で
は
現
質
に
お
け
る
聖
凡
の
差
別
は
な
に
に
よ
る
か
。
こ
れ
は

た
だ
復
性
す
る
と
否
と
に
よ
る
。
習
之
は
「
凡
人
は
復
す
る
能
は

ず
。
聖
人
は
既
に
そ
の
性
に
復
す
」
と
云
う
。
彼
ぱ
聖
人
を
「
こ

れ
（
性
）
を
得
て
惑
は
ざ
る
者
」
と
も
、
「
人
の
先
ず
（
性
）
を

覺
れ
る
者
」
（
孟
子
）
と
も
云
う
が
、
性
ぱ
究
党
的
人
間
と
し
て

の
聖
人
に
お
い
て
始
め
て
全
き
現
賓
と
な
る
、
す
な
わ
ち
こ
れ
を

覺
知
し
、
こ
れ
に
還
蹄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
現
賓
の
自

己
の
う
え
に
現
成
す
る
。
か
か
る
意
味
で
は
、
聖
人
は
覺
者
（
佛

陀
）
と
も
云
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
到
し
て
、
百
姓
・
凡
人
は
復
性
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
従
っ
て
性
は
現
質
に
あ
ら
わ
に
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
否
定
的

六
八
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復
性
書
に
つ
い
て

原
理
と
し
て
、
情
な
る
概
念
が
導
入
さ
れ
る
。
云
う
、
「
人
の
聖

た
る
所
以
の
も
の
は
性
な
り
。
人
の
そ
の
性
に
惑
ふ
所
以
の
も
の

は
情
な
り
。
喜
怒
哀
燿
愛
悪
欲
の
七
者
は
皆
情
の
為
す
所
な
り
。

情
既
に
昏
け
れ
ば
、
性
期
に
匿
る
。
性
の
過
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

七
者
循
環
し
て
交
々
来
る
。
故
に
性
充
つ
る
能
は
ず
。
水
の
渾
る

や
、
そ
の
流
清
か
ら
ず
。
火
の
煙
る
や
、
そ
の
光
明
ら
か
な
ら

ず
。
水
火
清
明
の
過
に
あ
ら
ず
。
沙
渾
ら
ざ
れ
ば
、
流
斯
に
清

し
。
煙
鬱
せ
ざ
れ
ば
、
光
斯
に
明
ら
か
な
り
。
情
作
ら
ざ
れ
ば
、

C

往
四
）

性
斯
に
充
つ
」
と
。
七
情
の
目
は
纏
記
・
麗
運
に
よ
る
が
、
い
わ

ば
一
般
者
と
し
て
の
情
の
、
特
殊
化
的
自
己
限
定
面
で
あ
る
。
こ

の
情
は
性
の
明
に
劉
し
て
昏
の
原
理
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
無
明
に

相
嘗
し
、
「
百
姓
は
こ
れ
に
溺
れ
て
、
そ
の
本
（
性
）
を
知
る
能

は
ざ
る
者
」
な
の
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
「
情
の
昏
ま
す
所
、
交
々

相
攻
代
し
て
、
未
だ
始
め
よ
り
窮
ま
り
あ
ら
ず
。
故
に
身
を
終
ふ

と
雖
も
、
自
ら
そ
の
性
を
親
ず
」
と
云
う
が
、
こ
こ
に
輝
家
の
見

性
成
佛
思
想
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

で
性
と
情
と
は
い
か
な
る
闊
係
に
あ
る
か
。
雨
者
は
相
互
に
劉
立

し
、
否
定
す
る
原
理
で
あ
る
が
、
決
し
て
二
元
的
な
賓
髄
で
は
な

い
。
云
う
、
「
性
と
情
と
相
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
然
り
と
雖
も
、

性
な
く
ん
ば
則
ち
情
生
ず
る
所
な
し
。
是
れ
情
は
性
に
由
り
て
生

ず
。
情
は
自
ら
情
な
ら
ず
、
性
に
由
り
て
情
な
り
。
性
は
自
ら
性

な
ら
ず
、
情
に
由
り
て
以
て
明
な
り
」
と
。
い
わ
ば
性
一
元
論
で

六
九

あ
り
、
「
情
ぱ
性
の
動
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
情
が
性

の
動
で
あ
る
と
は
い
か
な
る
意
味
か
。
彼
は
柴
記
の
「
人
生
ま
れ

て
静
か
な
る
は
天
の
性
な
り
」
の
語
を
も
引
用
し
て
い
る
が
、
性

が
静
で
あ
り
、
そ
れ
に
封
し
て
情
が
動
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
も

と
よ
り
相
封
的
な
静
止
と
活
動
と
い
う
意
識
朕
態
を
意
味
す
る
の

で
は
な
く
、
本
骰
と
現
象
、
自
己
同
一
と
自
己
疎
外
と
し
て
の
存

在
形
態
を
意
味
す
る
。
ゆ
え
に
情
が
性
の
動
で
あ
る
と
い
う
の

は
、
本
睦
と
し
て
の
性
が
自
己
否
定
的
に
情
と
し
て
現
象
す
る
こ

と
で
あ
り
、
情
が
性
の
自
己
疎
外
態
で
あ
る
こ
と
を
云
う
に
外
な

ら
な
い
。
「
情
は
性
の
邪
な
り
」
、
あ
る
い
は
「
情
は
も
と
邪
な

り
、
妄
な
り
」
と
云
わ
れ
る
の
も
、
か
か
る
情
の
在
り
方
に
も
と

づ
く
、
質
在
の
峡
如
な
い
し
は
無
質
髄
性
の
ゆ
え
で
あ
る
。
彼
は

「
情
に
善
あ
り
、
不
善
あ
り
、
不
善
は
情
の
為
す
と
こ
ろ
で
あ

る
」
と
も
云
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
孟
子
性
善
の
説
を
抵
承
す
る

も
の
で
、
道
徳
的
次
元
で
の
債
値
判
断
と
い
う
べ
く
、
形
而
上
學

的
観
貼
か
ら
邪
妄
と
す
る
の
と
は
お
の
ず
か
ら
異
な
る
と
云
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
か
か
る
情
は
い
か
に
し
て
生
起
す
る
か
。
換
言
す
れ
ば
性

の
自
己
疎
外
は
な
に
に
よ
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
は
「
人

の
性
は
猶
ほ
聖
人
の
性
の
ご
と
し
。
嗜
欲
愛
憎
の
心
は
何
に
因
り

て
生
ず
る
や
」
と
の
間
い
に
到
し
て
、
「
情
は
妄
な
り
、
邪
な
り
。

邪
と
妄
と
は
則
ち
因
る
所
無
し
」
と
答
え
る
に
と
ど
ま
る
。

こ
れ



は
大
乗
起
信
論
の
「
忽
然
と
し
て
念
起
る
を
名
づ
け
て
無
明
と
な

す
」
や
、
園
覺
紐
・
文
殊
菩
薩
章
の
「
無
明
は
質
臆
あ
る
に
あ
ら

ざ
る
な
り
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
理
論
的
説
明
と
し
て

は
問
題
を
回
避
す
る
に
似
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
無
因
性
こ
そ

「
妄
情
が
減
息
し
て
」
性
に
復
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
ゆ
え
ん

な
の
で
あ
る
。

復
性
は
い
か
に
し
て
可
能
と
な
る
か
。
「
情
の
動
息
ま
ざ
れ
ば

則
ち
そ
の
性
に
復
し
て
天
地
を
燭
し
て
不
極
の
明
を
為
す
こ
と
能

は
ず
」
と
云
う
ご
と
く
、
情
の
動
が
息
む
こ
と
が
す
な
わ
ち
復
性

の
條
件
で
あ
る
。
こ
こ
に
情
の
動
が
息
む
と
は
、
彼
の
い
わ
ゆ
る

、
、
、
、

「
情
を
以
て
情
を
止
め
る
」
の
で
は
な
く
、
情
の
動
が
お
の
ず
か

ら
止
息
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
「
情
を
以
て
情

を
止
む
る
ぱ
是
れ
乃
ち
大
情
な
り
。
情
互
に
相
止
む
る
も
、
そ
れ

已
む
あ
ら
ん
や
」
と
云
う
。
か
つ
情
の
動
が
息
む
と
は
前
述
の
ご

と
く
、
相
封
的
な
静
止
状
態
へ
の
移
行
で
は
な
く
、
本
臆
へ
の
還

入
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

さ
て
彼
ぱ
人
が
復
性
の
方
法
を
問
う
の
に
封
し
、
次
の
ご
と
く

答
え
る
。
云
う
、
「
慮
ら
ず
、
思
は
ざ
れ
ば
、
情
則
ち
生
ぜ
ず
。

情
既
に
生
ぜ
ざ
れ
ば
乃
ち
正
思
た
り
。
正
思
は
慮
な
く
思
な
き
な

り
」
と
。
正
思
と
は
佛
敦
で
い
う
八
正
道
の
一
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
思
慮
分
別
の
働
き
が
停
止
し
、
情
の
動
の
な
い
朕
態
を
意
味

す
る
。
し
か
し
彼
は
こ
の
朕
態
は
「
そ
の
心
を
齋
戒
す
る
者
」

復
性
害
に
つ
い
て

（
旺
子
・
人
間
世
に
よ
る
で
あ
ろ
う
）
で
、
な
お
至
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
云
う
。
こ
れ
は
も
と
よ
り
、
こ
の
欣
態
が
「
い
ま
だ
静

を
雖
れ
ず
」
、
従
っ
て
「
静
あ
れ
ば
必
ず
動
あ
り
」
で
、
こ
の
「
動

静
の
息
ま
ざ
る
」
朕
態
こ
そ
、
外
な
ら
ぬ
情
そ
の
の
も
の
の
性
格

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
極
則
は
「
も
と
思
あ
る
無
き
を
知
り
、
動

静
皆
離
れ
る
」
に
あ
る
。
大
乗
起
信
論
に
「
無
明
の
迷
の
故
に
心

を
謂
ひ
て
念
と
為
す
も
、
心
は
賓
に
動
ぜ
ざ
れ
ば
、
若
し
能
く
観

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

察
し
て
心
は
無
念
な
り
と
知
ら
ば
、
即
ち
譴
順
し
て
員
如
門
に
入

る
こ
と
を
得
る
が
故
な
り
」
と
あ
る
の
は
こ
れ
で
、
特
に
輝
で
は

端
的
直
下
に
承
嘗
せ
ん
と
す
る
。
す
な
わ
ち
見
性
で
あ
る
。
か
く

し
て
妄
情
・
邪
思
は
お
の
ず
か
ら
息
滅
し
て
、
「
寂
然
と
し
て
動

か
ず
、
廣
大
清
明
、
天
地
を
照
ら
し
、
感
じ
て
遂
に
天
下
の
故
に

通
ず
る
」
底
の
性
罷
が
獨
露
す
る
。
彼
は
性
の
励
性
を
中
庸
の
誠

•
明
や
易
の
寂
然
不
動
・
惑
而
遂
通
を
も
っ
て
表
現
す
る
が
、
、
ま

た
摩
詞
止
観
の
「
法
性
寂
然
た
る
を
止
と
名
づ
け
、
寂
に
し
て
常

に
照
ら
す
を
観
と
名
‘
つ
く
」
の
義
に
取
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
要
す
る
に
性
ぱ
動
静
を
絶
し
た
本
臆
的
生
命
、
か
つ
根
源

的
・
叡
智
的
直
観
盟
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
絶
封
観
に

立
て
ば
明
・
昏
の
云
う
べ
き
は
な
く
、
彼
が
「
覺
す
れ
ば
則
ち

明
、
否
れ
ば
則
ち
惑
ふ
。
惑
へ
ば
則
ち
昏
し
。
明
と
昏
と
、
こ
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

を
不
同
と
謂
ふ
。
明
と
昏
と
、
性
も
と
あ
る
な
し
。
則
ち
同
と
不

同
と
、
二
者
難
る
。
夫
れ
明
ぱ
昏
に
封
す
る
所
以
。
昏
既
に
減
す

七
〇



復
性
書
に
つ
い
て

れ
ば
則
ち
明
も
亦
立
た
ず
」
と
云
う
が
ご
と
く
で
あ
る
こ
と

を
侯
た
な
い
。

こ
こ
で
彼
の
導
入
し
た
祠
の
性
格
に
つ
い
て
一
考
す
る
。
既
述

の
ご
と
く
、
彼
は
見
性
な
る
概
念
を
瑯
入
し
て
お
り
、
格
物
致
知

解
も
祠
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
い
か
な
る
膊
で

あ
ろ
う
か
。
あ
る
人
が
彼
の
復
性
説
に
つ
い
て
「
生
の
言
の
如
く

ん
ば
、
こ
れ
を
脩
む
る
こ
と
一
日
せ
ば
、
則
ち
以
て
聖
人
に
至
る

、、

べ
き
か
」
と
質
問
を
呈
し
た
の
に
到
し
て
、
彼
は
孟
子
の
詈
を
援

い
て
、
一
超
直
入
如
束
地
（
證
道
歌
）
的
見
解
を
否
定
す
る
。

云
う
、
「
十
年
こ
れ
を
擾
し
、
一
日
こ
れ
を
止
め
て
至
ら
ん
こ
と

を
求
む
。
是
れ
孟
子
の
所
謂
杯
水
を
以
て
一
車
薪
の
火
を
救
ふ

な
り
。
甚
し
い
か
な
。
止
め
て
息
ま
ざ
れ
ば
必
ず
誠
な
り
。
誠

に
し
て
息
ま
ざ
れ
ば
必
ず
明
な
り
。
明
と
誠
と
終
身
違
は
ざ
加
国

則
ち
能
く
身
を
終
ふ
。
造
次
必
ず
是
に
於
て
し
、
顛
油
必
ず
是
に

於
て
す
。
則
ち
以
て
至
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
べ
し
」
と
。
し
か
し
こ

れ
は
必
ず
し
も
北
宗
輝
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
宗
密
（
七
八
〇

？
八
四
一
）
が
「
北
宗
は
た
だ
是
れ
漸
修
の
み
に
し
て
全
く
頓
悟

な
し
。
頓
悟
な
き
が
故
に
修
も
亦
員
に
あ
ら
ず
」
と
斥
破
し
、
こ

れ
に
封
し
て
「
荷
澤
宗
は
則
ち
必
ず
頓
悟
を
先
に
し
、
悟
に
依
り

て
修
す
。
…
…
こ
の
頓
悟
漸
修
の
意
は
一
蔵
の
大
乗
に
備
は
る
も

．．． 
し
か
も
起
信
論
・
圃
覺
紐
・
華
厳
紐
は
こ
れ
そ
の
宗
な
り
」
と

云
う
と
こ
ろ
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
（
中
華
偲
心
地
祠
門
師
資
承

七

襲
圏
）
。
宗
密
が
荷
澤
宗
の
特
質
と
し
て
「
空
寂
の
心
は
盛
知
に

し
て
不
昧
な
り
」
と
し
、
「
心
は
自
ら
無
念
な
り
。
念
起
ら
ば

則
ち
覺
せ
よ
。
こ
れ
を
覺
す
れ
ば
即
ち
無
し
。
修
行
の
妙
門
は
た

だ
此
に
在
る
の
み
。
故
に
備
さ
に
萬
行
を
修
す
と
雖
も
、
た
だ
無

念
を
以
て
宗
と
為
す
の
み
」
と
云
う
の
も
（
祠
源
諸
詮
集
都
序
巻

上
）
、
復
性
書
の
所
説
、
た
と
え
ば
「
（
情
の
）
邪
既
に
明
の
覺

す
る
所
と
為
る
。
覺
す
れ
ば
即
ち
邪
な
し
。
邪
何
に
由
り
て
生
ぜ

ん
」
と
主
さ
し
く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
復
性
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て
概
槻
し
た
。
検
討
す
べ
き
貼
は
多

々
あ
る
が
、
後
日
に
譲
る
と
し
て
、
最
後
に
習
之
の
道
統
思
想

を
、
韓
愈
と
の
比
較
に
お
い
て
、
そ
の
思
想
史
的
意
義
を
追
求
し

て
み
た
い
。

い
っ
た
い
道
學
諸
儒
の
唐
儒
に
封
す
る
評
債
は
、
お
お
む
ね
韓

愈
を
も
っ
て
第
一
人
者
と
す
る
。
程
子
が
「
韓
愈
も
亦
近
世
豪
傑

の
士
な
り
。
原
道
中
の
言
語
の
如
き
、
病
あ
り
と
雖
も
、
然
れ
ど

も
孟
子
よ
り
後
、
能
く
許
大
の
見
識
を
以
て
尋
求
す
る
者
、
オ
か

に
此
の
人
を
見
る
。
断
じ
て
孟
子
は
醇
乎
と
し
て
醇
と
曰
ひ
、
又

荀
と
楊
と
は
揮
ん
で
精
な
ら
ず
、
語
り
て
詳
な
ら
ず
と
曰
ふ
が
如

き
に
至
っ
て
は
、
若
し
是
れ
佗
れ
見
得
せ
ず
ん
ば
、
登
に
千
餘
年

の
後
、
便
ち
能
＜
断
じ
得
て
此
の
如
く
分
明
な
ら
ん
や
」
（
河
南

程
氏
逍
書
巻
一
）
と
稲
賛
す
る
の
は
、
そ
の
典
型
的
表
現
で
あ

る。



と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
も
明
ら
か
で
あ
る
ご
と
く
、
程
子
の
韓
愈

に
封
す
る
債
値
づ
け
は
も
っ
ば
ら
「
原
道
」
に
見
え
る
「
党
は
是

れ
を
以
て
こ
れ
を
舜
に
傭
へ
、
舜
は
是
れ
を
以
て
こ
れ
を
萬
に
催

へ
、
萬
は
是
れ
を
以
て
こ
れ
を
湯
に
博
へ
、
湯
は
是
れ
を
以
て
こ

れ
を
孔
子
に
博
へ
、
孔
子
は
こ
れ
を
孟
朝
に
偲
ふ
。
朝
の
死
す

る
、
そ
の
侮
を
得
ず
」
と
い
う
道
統
観
と
絶
學
観
と
に
向
け
ら
れ

る
。
か
つ
こ
の
道
統
観
は
、
諸
子
に
度
越
す
る
国
の
と
し
て
、
孟

子
に
櫃
要
な
地
位
と
功
績
を
附
輿
す
る
と
こ
ろ
に
特
質
を
も
つ
。

程
子
が
「
朝
の
死
す
る
、
そ
の
博
を
得
ず
」
の
語
を
評
し
て
「
此

の
似
き
言
語
は
、
是
れ
前
人
を
踏
襲
せ
る
に
あ
ら
ず
、
又
墓
空
に

撰
得
し
出
だ
せ
る
に
あ
ら
ず
。
必
ず
見
る
所
あ
ら
ん
」
と
云
う
ゆ

え
ん
で
あ
る
（
河
南
程
氏
遺
書
巻
十
八
）
。

し
か
し
孟
子
に
劉
す
る
債
値
附
輿
は
、
退
之
と
道
學
正
統
と
に

お
い
て
、
か
な
り
視
貼
を
異
に
す
る
こ
と
を
看
過
し
て
は
な
ら
な

い
。
後
者
に
お
い
て
は
、
孟
子
の
仁
義
・
性
善
・
養
氣
と
い
う
主

、、

観
主
義
的
道
徳
理
念
や
賓
賤
テ
ー
ゼ
の
提
起
に
よ
り
視
貼
が
置
か

れ
て
い
る
の
に
封
し
、
前
者
は
孟
子
の
排
異
端
、
儒
家
主
骰
性
の

、、

主
張
や
防
術
の
面
に
よ
り
視
貼
が
置
か
れ
る
。
愈
が
孟
子
の
功
を

「
属
の
下
に
在
ら
ず
」
と
し
、
み
ず
か
ら
も
孟
子
を
も
っ
て
任
じ

な
が
ら
、
性
説
に
お
い
て
孟
子
を
歳
承
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ

れ
を
物
語
る
。
周
汝
澄
が
「
韓
子
性
を
論
ず
る
慮
、
率
ね
朝
と
背

く
。
源
頭
已
に
差
ふ
。
烏
ん
ぞ
そ
の
孟
朝
た
る
に
在
ら
ん
や
」
と

復
性
書
に
つ
い
て

云
う
の
は
、
決
し
て
過
言
で
は
な
い
（
聖
學
宗
偲
巻
五
）
。
か
く

、
、
、

考
え
る
な
ら
ば
、
道
學
に
お
け
る
道
統
観
は
、
む
し
ろ
性
命
道
統

を
説
く
習
之
に
つ
な
が
る
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

愈
の
「
原
道
」
は
、
伊
川
に
よ
れ
ば
晩
年
の
作
で
あ
り
、
こ
れ

に
封
し
て
「
原
性
」
は
少
時
の
作
と
云
う
（
河
南
程
氏
逍
書
巻
十

八
）
。
こ
れ
は
伊
川
が
雨
者
の
内
容
に
精
粗
純
駁
の
差
を
看
取
し

た
の
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
朱
子
は
伊
川
の
見
解
を
採
ら
ず
、

「
原
人
」
「
原
鬼
」
「
原
毀
」
を
含
め
て
、
五
原
が
同
時
一
連
の
作

で
あ
る
と
推
定
し
、
愈
の
「
兵
部
李
侍
郎
に
上
る
書
」
（
韓
文
巻

十
五
）
に
「
謹
ん
で
哲
文
一
巻
を
獣
ず
。
敦
道
を
扶
樹
し
、
明
白

に
す
る
所
有
ら
ん
」
と
云
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
る
（
韓
文

考
異
）
。
こ
の
書
は
永
貞
元
年
（
八

0
五
）
十
二
月
に
な
り
、
従

っ
て
五
原
の
成
立
は
嘗
然
そ
れ
に
先
立
つ
が
、
「
原
性
」
の
「
今

の
（
性
を
）
言
ふ
者
ぱ
佛
老
を
雑
へ
て
言
ふ
。
佛
老
を
雑
へ
て
言

ふ
者
は
、
何
を
言
ひ
て
異
な
ら
ざ
ら
ん
」
の
語
が
復
性
書
批
判
を

含
む
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
原
道
は
復
性
書
（
八

0
0
)
に

や
や
後
れ
て
撰
述
さ
れ
た
と
断
じ
て
よ
い
。

こ
の
こ
と
は
、
道
統
の
観
念
が
、
愈
に
お
い
て
で
は
な
く
習
之

に
お
い
て
、
先
ず
明
確
な
自
覺
に
逹
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
雨

者
の
道
統
系
譜
を
到
比
し
て
も
、
習
之
が
孔
子
を
源
流
と
す
る
の

に
封
し
て
、
愈
が
発
舜
に
ま
で
潮
及
し
て
道
統
系
譜
の
形
式
的
整

備
を
は
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
そ
の
後
次
性
を
思
わ
し

七



復
性
書
に
つ
い
て

（
註
一
）
大
乗
密
厳
継
に
「
如
来
消
浄
蔵
と
世
問
阿
頼
耶
識
と
は
、
金
と

め
る
。
か
つ
道
統
観
念
の
成
立
が
、
他
者
と
の
射
立
緊
張
を
契
機

と
し
て
、
自
己
の
生
命
の
本
源
に
還
蹄
し
、
そ
こ
に
揺
ぎ
な
い
主

餞
性
と
不
壺
の
創
造
的
ニ
ネ
ル
ギ
ー
を
掬
び
取
ら
ん
と
す
る
意
欲

を
媒
介
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
道
佛
特
に
佛

敦
に
参
究
し
て
逆
に
道
佛
に
拮
抗
せ
ん
と
し
た
習
之
に
よ
る
、
佛

家
特
に
稗
家
の
博
（
法
）
燈
観
念
の
換
骨
奪
胎
と
断
じ
て
然
る
べ

き
理
由
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
祠
宗
に
お
い
て
は
南
北
雨
宗
の
封
立

係
争
が
あ
り
、
宗
密
に
よ
れ
ば
、
貞
元
十
二
年
、
稗
會
（
六
八
八

？
七
六

0
)
が
勅
に
よ
っ
て
第
七
祖
と
な
っ
た
と
い
う
（
中
華
偲

心
地
祠
門
師
資
承
襲
圏
）
。

以
上
の
ご
と
く
考
え
る
と
き
、
道
學
正
統
の
韓
愈
に
酎
す
る
債

値
附
輿
は
、
む
し
ろ
習
之
に
こ
そ
励
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の

習
之
に
到
し
て
鍼
獣
す
る
ゆ
え
ん
は
、
ま
さ
に
薬
山
問
法
な
る
虚

欄
の
話
柄
に
緯
む
と
こ
ろ
が
あ
る
が
た
め
に
外
な
ら
な
い
。
孫
奇

逢
の
理
學
宗
側
に
「
罰
の
時
、
諸
儒
い
ま
だ
起
こ
ら
ず
、
理
學
い

ま
だ
明
ら
か
な
ら
ず
。
而
し
て
竪
々
然
と
し
て
四
子
を
以
て
蹄
と

為
す
。
且
つ
少
時
に
嘗
た
り
、
員
切
に
性
命
の
憂
を
為
す
。
此
れ

に
し
て
偏
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
誰
か
以
て
儒
に
嘗
つ
べ
き
者
な
ら
ん

や
」
、
ま
た
「
守
先
待
後
の
功
有
り
。
唐
に
儒
な
し
と
謂
ふ
な
き

な
り
」
と
あ
る
が
（
巻
十
四
）
、
も
っ
て
断
案
と
な
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

七

、、
指
鎮
と
の
如
く
、
展
轄
し
て
差
別
な
し
」
と
あ
る
の
は
、
金
と

指
銀
と
に
よ
っ
て
罷
用
闘
係
を
喩
え
る
一
例
で
あ
る
（
廊
源
諸

詮
集
都
序
巻
上
引
）
。

（
註
二
）
太
田
錦
城
は
「
程
朱
の
復
性
復
初
は
論
語
の
克
己
復
證
と
孟
子

の
湯
武
反
之
也
と
に
本
づ
く
と
云
へ
り
。
是
大
な
る
謬
證
な

り
。
・
・
…
・
又
孟
子
の
湯
武
反
之
也
は
、
叉
湯
武
身
之
也
と
も
あ

り
て
反
身
の
字
を
析
用
せ
し
も
の
也
…
…
」
と
云
う
（
問
疑

録
）
。
し
か
し
孟
子
の
原
義
は
と
も
か
く
、
習
之
や
程
朱
が
主

骰
的
に
い
か
に
把
握
し
た
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
語

は
、
孟
子
七
篇
に
お
い
て
後
次
的
部
分
と
思
わ
れ
る
。

（
註
三
）
「
消
明
」
の
語
は
葡
子
・
解
蔽
に
典
捩
す
る
。
「
何
を
以
て
道

を
知
召
曰
く
、
虚
一
に
し
て
静
な
り
。
…
…
虚
一
に
し
て
静

な
る
、
こ
れ
を
大
消
明
と
謂
ふ
」
、
ま
た
「
人
の
心
は
管
へ
ば

槃
水
の
如
し
。
正
し
く
錯
き
て
動
か
す
こ
と
な
け
れ
ば
、
則
ち

、、

湛
濁
下
に
在
っ
て
、
消
明
上
に
在
り
。
則
ち
以
て
凱
眉
を
見
て

理
を
察
す
る
に
足
る
。
微
風
こ
れ
を
過
ぐ
れ
ば
、
湛
濁
下
に
動

き
、
消
明
上
に
胤
る
。
則
ち
以
て
大
形
の
正
を
得
べ
か
ら
ず
。
」

（
註
四
）
「
性
充
」
を
あ
る
い
は
「
性
光
」
ま
た
「
性
統
」
（
佛
祖
歴
代

通
載
巻
十
六
）
と
す
る
は
不
可
。
こ
の
語
は
陸
機
の
演
連
珠
の

扇
、
火
よ
り
出
、
つ
る
も
、
火
の
和
に
あ
ら
ず
。
情
、
性
よ
り

生
ず
る
も
、
性
の
適
に
あ
ら
ず
。
故
に
火
牡
な
れ
ば
則
ち
姻
徽

に
‘
性
充
つ
れ
ば
則
ち
惜
約
」
に
も
と
づ
く
（
文
選
巻
二
八
）
。

ち
な
み
に
大
顎
中
齋
は
こ
の
語
を
評
し
て
「
こ
れ
を
宋
元
大
儒

の
語
に
混
へ
て
殆
ん
ど
辮
ず
べ
か
ら
ざ
る
者
は
他
な
し
。
性
情

の
説
に
お
い
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
が
故
な
り
」
と
云
う
（
洗
心

洞
節
記
）




